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木樹脂デッキⅡ  施工説明書
●この度は、当社製品をご採用いただき誠にありがとうございます。
  商品を正しく安全に組立・施工していただくために、この施工説明書をよくお読みの上、作業を行ってください。
●本説明書に示した注意事項は、商品の性能・機能および強度や安全性を確保する上での重要な内容です。
　施工にあたっては必ずお守りください。
●施工は専門業者が行ってください。専門知識のない方が施工されますと不具合発生の原因となることがあります。
●この説明書は施工後必ず施主様へお渡しください。

使用上のご注意について

この説明書に示した注意事項は、安全に関する重要な内容を示しています。人身事故や財産への損害を未然に防止するため、次のような絵表示をしています。

絵表示 意味 絵表示 ご使用上の注意とお願い

この表示を無視して誤った取り扱いをすると使用
者等が負傷する危険や物的損害の発生が予想され
ることを表しています。

「必ず行っていただくこと」を示す。

施工説明書番号 ME-1738

●デッキを大引に固定する皿ビスの頭が必ずデッキ面以下と
なるように施工してください。また、ビス部分に樹脂のさ
さくれ等が発生した場合、必ずヤスリできれいにしてくだ
さい。

●デッキ端部等でケガをしないように、軍手、安全靴を使用
してください。

●夏場の直射日光下では、表面温度が高温になることがあり
ますので、素足で歩かないようにしてください。必ず、ス
リッパ等の履物を使用してください。

●デッキ上のフェンスパネルに乗ったり、揺すったりしない
でください。

●デッキ上のフェンスパネルに雨具、洗濯物、布団等を載せ
ないでください。

●重い物や鋭利な物を引きずったり、工具などの固い物を落
としたりしないでください。キズ、割れの原因となります。

●デッキ上のフェンス・ハイパーテーションにに鉢等をかけ
る場合は、1 枚当り 5kg を越えないようにしてください。

●樹脂は弱酸、弱アルカリ、食塩水、アルコール（水でうす
めたもの）には優れた抵抗性をもっていますが、濃酸、濃
アルカリ、また、シンナー、ベンジン等の有機溶剤や石油
類は使用しないでください。

●デッキの近くで殺虫剤、除草剤は使用しないでください。
スプレータイプで石油系、フロン系の場合、接触すると変
形、割れを生じることがあります。

●樹脂は、微小火源には着火しにくくなっていますが、火気
には十分にご注意ください。また、70℃以上になると変形
しますので、近くで焚き火をしたり高温のものを近づけた
りしないでください。

樹脂製品のお手入れ方法について

●汚れ、ホコリが付着した場合には、軽く水で流すかテープなどの接
着面でたたくようにしてください。

●年に数回の水洗いと、空ぶきだけでも効果的です。ただし、工業地
帯や海岸の近くなどでは、状況によりお手入れの回数を増やしてく
ださい。

●汚れが軽い場合：やわらかい布かスポンジで水ぶきした後に空ぶき
してください。

●汚れが目立つ場合：中性洗剤を薄めた液で汚れを落し洗剤が残らな
いように水洗いしてから空ぶきしてください。

※「木樹脂」は当社の登録商標です。
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注意事項 施工にあたっては次の点をご注意ください。

◎設置場所・位置について
●ガス給湯器などの熱や排気ガスが製品に直接当たる、またはこもる

ような場所に設置しないでください。熱による塗装劣化・剥離（は
くり）、また排気ガスによる腐食の原因になります。

◎施工時の注意事項
●モルタル用に海砂を使用されますと、多量に塩分が含まれているた

め、腐食の原因になりますのでご使用を避けていただくか、十分
水洗いしたものをご使用ください。

●モルタルやコンクリートの急結剤は腐食の発生や促進作用がありま
すのでその使用を避けていただくか、塩化カルシウムや塩素系の
化合物・珪酸ナトリウム等の入っていないものをご使用ください。

●アルミ商品と銅板やラス等の異種金属が接触しないようにしてくだ
さい。接触する場合には、ビニールテープ等を貼るか塗料等で絶
縁処理をしてください。

●腐食の恐れのある接着剤や化学薬品を使用する場合には、商品と接
触しないようにするか接触する部分を完全に養生してください。

●埋め込み柱内部にモルタルやコンクリートや水などが入らないように
してください。柱内部の異常腐食や柱の凍結破損の原因になります。

●モルタルやコンクリートの抽出液は強アルカリ性で、しみやむら等
の外観不良や腐食の原因になりますので、工事中に商品に付着し
ないようご注意ください。

●施工時に商品の表面に付着したモルタルやコンクリート等は速やか
に清掃してください。また、アルミ表面にキズをつけますと腐食
しやすくなりますので取扱いには十分注意してください。

●輸入木材には塩素イオン等の腐食成分が多く含まれているものがあ
りますので、その使用を避けていただくか、アルミと接触する部
分には木材に塗装するようにしてください。

●基礎施工は、地下埋設物（給水配管等）に影響を及ぼさないように
柱位置を決めてください。また、寒冷地はその地域にあった基礎
工事を行ってください。

●地盤が軟弱な場合は、柱の埋込み深さ、フーチングの大きさを考慮
してください。

●養生期間は十分（４日～１週間）にとり、養生期間中は重いものを
のせたり、振動させたりしないように指示してください。

●改造・変更をしないでください。
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●施工前に本説明書をよくお読みになり、施工開始後に手直しの出ないよう、事前の調査・打ち合わせを十分に行って
ください。

●完成プラン・取付スペース・工程・搬入実施日・搬入場所・施工実施日など、綿密に確認してください。
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梱包明細
●施工前に、部材数量および部品数量を確認してください。また、品質に支障

のある損傷が無いか確認してください。
●説明書に記載している部材・部品 ( ビス含 ) 以外は使用しないでください。

表内の（　）は個数を表しています。

梱包名称 サイズ 梱包内容

大引

0.5 間

2 本入り L=910 大引（2）・セット部品（1） 
[ デッキ材取付金具（端部用）（4）・φ 4 ｘ 13 皿セルフドリリングビス（8）]

3 本入り L=910 大引（3）・セット部品（1） 
[ デッキ材取付金具（端部用）（6）・φ 4 ｘ 13 皿セルフドリリングビス（12）]

1.0 間

2 本入り L=1820 大引（2）・セット部品（1） 
[ デッキ材取付金具（端部用）（4）・φ 4 ｘ 13 皿セルフドリリングビス（8）]

3 本入り L=1820 大引（3）・セット部品（1） 
[ デッキ材取付金具（端部用）（6）・φ 4 ｘ 13 皿セルフドリリングビス（12）]

1.5 間

2 本入り L=2730 大引（2）・セット部品（1） 
[ デッキ材取付金具（端部用）（4）・φ 4 ｘ 13 皿セルフドリリングビス（8）]

3 本入り L=2730 大引（3）・セット部品（1） 
[ デッキ材取付金具（端部用）（6）・φ 4 ｘ 13 皿セルフドリリングビス（12）]

2.0 間

2 本入り L=3640 大引（2）・セット部品（1） 
[ デッキ材取付金具（端部用）（4）・φ 4 ｘ 13 皿セルフドリリングビス（8）]

3 本入り L=3640 大引（3）・セット部品（1） 
[ デッキ材取付金具（端部用）（6）・φ 4 ｘ 13 皿セルフドリリングビス（12）]

束柱

標準束柱
（高さ調整）

2 本入り 束柱 A:L=254
束柱 B:L=200

調整束柱（2）・ビスセット（1） 
[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（8）・φ 5 × 16 セルフドリリングビス（8）]

3 本入り 束柱 A:L=254
束柱 B:L=200

調整束柱（3）・ビスセット（1） 
[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（12）・φ 5×16 セルフドリリングビス（12）]

長束柱
（高さ調整）

2 本入り 束柱 A:L=454
束柱 B:L=200

調整束柱（2）・ビスセット（1） 
[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（8）・φ 5 × 16 セルフドリリングビス（8）]

3 本入り 束柱 A:L=454
束柱 B:L=200

調整束柱（3）・ビスセット（1） 
[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（12）・φ 5×16 セルフドリリングビス（12）]

長束柱
（埋込式）

2 本入り L=704 長束柱（2）・ビスセット（1）[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（8）]

3 本入り L=704 長束柱（3）・ビスセット（1）[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（12）]

根がらみ

0.5 間 2 本入り L=910 根がらみ（2）・ビスセット（2）[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（5）]

1.0 間 2 本入り L=1820 根がらみ（2）・ビスセット（2）[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（7）]

1.5 間 2 本入り L=2730 根がらみ（2）・ビスセット（2）[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（9）]

2.0 間 2 本入り L=3640 根がらみ（2）・ビスセット（2）[ φ 5 × 16 トラスタッピン 3 種（11）]

デッキ材

1.0 間
2 本入り L=1820 デッキ材（2）

3 本入り L=1820 デッキ材（3）

1.5 間
2 本入り L=2730 デッキ材（2）

3 本入り L=2730 デッキ材（3）

デッキ材取付部品セット デッキ材取付金具（70）・φ 4 × 13 ナベセルフドリリングビス（70）
施工説明書 [ME-1738]（1）

鼻隠し

1.0 間 L=1820 鼻隠し（1）・ビスセット（1）[ φ 4 × 25 皿セルフドリリングビス（6）]

1.5 間 L=2730 鼻隠し（1）・ビスセット（1）[ φ 4 × 25 皿セルフドリリングビス（8）]

鼻隠し 90°コーナーキャップ 鼻隠し 90°コーナーキャップ（1）・φ 4 × 12 皿セルフドリリングビス（4）
施工説明書 [ME-1523]（1）

鼻隠し連結キャップ 鼻隠し連結キャップ（1）・φ 4 × 12 皿セルフドリリングビス（4）
施工説明書 [ME-1523]（1）

鼻隠し 90°コーナーキャップ
（入隅用） 鼻隠し 90°コーナーキャップ（入隅用）（1）・φ4×12 皿タッピン 1 種（4）

鼻隠し自在コーナーキャップ 鼻隠し自在コーナーキャップ（1）・φ 4 × 12 皿タッピン 1 種（4）・ 
φ 4 × 25 皿セルフドリリングビス（2）

鼻隠し取付金具 鼻隠し取付金具（2）・φ 4 × 13 ナベセルフドリリングビス（4）
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梱包明細

梱包名称 サイズ 梱包内容

デッキフェンス柱
（通し笠木タイプ）

間柱

H800
間柱（1）・セット部品（1）[ ベースプレート（1）・ベースプレートカバー（2）・ 
フェンス固定ビス（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）・ 
φ 4 ｘ 40 ナベタッピン 2 種ガイド付（8）]

H1000
間柱（1）・セット部品（1）[ ベースプレート（1）・ベースプレートカバー（2）・ 
フェンス固定ビス（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）・ 
φ 4 ｘ 40 ナベタッピン 2 種ガイド付（8）]

90°コーナー柱

H800

90°コーナー柱（1）・セット部品（2）[ ベースプレート（1）・ベースプレートカバー（2）・ 
フェンス固定ビス（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）・ 
φ 4 ｘ 40 ナベタッピン 2 種ガイド付（8）・通し笠木 90°コーナーキャップ（1）・ 
φ 4 ｘ 60 皿タッピン 2 種ガイド付（3）・φ 4 ｘ 19 皿セルフドリリングビス（4）]

H1000

90°コーナー柱（1）・セット部品（2）[ ベースプレート（1）・ベースプレートカバー（2）・ 
フェンス固定ビス（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）・ 
φ 4 ｘ 40 ナベタッピン 2 種ガイド付（8）・通し笠木 90°コーナーキャップ（1）・ 
φ 4 ｘ 60 皿タッピン 2 種ガイド付（3）・φ 4 ｘ 19 皿セルフドリリングビス（4）]

角度自在コーナー柱

H800

角度自在コーナー柱（1）・セット部品（2）[ ベースプレートカバー（2）・ 
フェンス固定ビス（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）・ 
φ 4 ｘ 40 ナベタッピン 2 種ガイド付（4）・通し笠木自在コーナーキャップ（1）・ 
φ 4 ｘ 20 皿タッピン 2 種ガイド付（4）・φ 4 ｘ 19 皿セルフドリリングビス（4）]

H1000

角度自在コーナー柱（1）・セット部品（2）[ ベースプレートカバー（2）・ 
フェンス固定ビス（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）・ 
φ 4 ｘ 40 ナベタッピン 2 種ガイド付（4）・通し笠木自在コーナーキャップ（1）・ 
φ 4 ｘ 20 皿タッピン 2 種ガイド付（4）・φ 4 ｘ 19 皿セルフドリリングビス（4）]

柱端部材

H800 柱端部材（2）・ビスセット（1）[ ワッシャー（4）・φ4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（2）・ 
φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（2）]

H1000 柱端部材（2）・ビスセット（1）[ ワッシャー（4）・φ4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（2）・ 
φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（2）]

デッキフェンス柱
（間柱タイプ）

間柱

H800 間柱（1）・セット部品（1）[ ベースプレートカバー（2）・フェンス固定ビス（4）・ 
φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）]

H1000 間柱（1）・セット部品（1）[ ベースプレートカバー（2）・フェンス固定ビス（4）・ 
φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）]

H1800 間柱（1）・セット部品（1）[ ベースプレートカバー（2）・フェンス固定ビス（4）・ 
φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）]

H1800
（埋込柱）

間柱（1）・セット部品（1）[ デッキ材受け（1）・柱下部カバー（2）・ 
φ 4 ｘ 16 ナベセルフドリリングビス（6）・φ 5 ｘ 50 皿セルフドリリングビス（4）]

角度自在コーナー柱

H800
角度自在コーナー柱（1）・セット部品（2）[ ベースプレートカバー（2）・ 
フェンス固定ビス（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）・ 
コーナー柱キャップ（2）・φ 4 ｘ 20 皿タッピン 2 種（4）]

H1000
角度自在コーナー柱（1）・セット部品（2）[ ベースプレートカバー（2）・ 
フェンス固定ビス（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）・ 
コーナー柱キャップ（2）・φ 4 ｘ 20 皿タッピン 2 種（4）]

H1800
角度自在コーナー柱（1）・セット部品（2）[ ベースプレートカバー（2）・フェンス
固定ビス（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ワッシャー（6）・コーナー
柱キャップ（2）・φ 4 ｘ 20 皿タッピン 2 種（4）]

H1800
（埋込柱）

角度自在コーナー柱（1）・セット部品（2）[ コーナー柱キャップ（2）・φ4 ｘ 20 皿タッピン 2 種（4）・ 
コーナー自在柱カバー（2）・φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（4）]

柱端部材

H800
柱端部材（2）・施工説明書 [ME-1338]（1）・セット部品（2）[ 柱キャップ（1）・ワッシャー（4）・ 
φ 4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（2）・φ 4 ｘ 35 皿セルフドリリングビス（2）・ 
φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（2）・φ 4 ｘ 30 ナベタッピン 2 種ガイド付（8）]

H1000
柱端部材（2）・施工説明書 [ME-1338]（1）・セット部品（2）[ 柱キャップ（1）・ワッシャー（4）・ 
φ 4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（2）・φ 4 ｘ 35 皿セルフドリリングビス（2）・ 
φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（2）・φ 4 ｘ 30 ナベタッピン 2 種ガイド付（8）]

H1800
柱端部材（2）・施工説明書 [ME-1338]（1）・セット部品（2）[ 柱キャップ（1）・ワッシャー（6）・ 
φ 4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（2）・φ 4 ｘ 35 皿セルフドリリングビス（2）・ 
φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（4）・φ 4 ｘ 30 ナベタッピン 2 種ガイド付（8）]

H18 用控え柱 控え柱（1）

控え柱うで木 控え柱うで木（2）・セット部品（1）[ ブラケット（4）・φ4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（16）・ 
φ 4 ｘ 30 ナベセルフドリリングビス（8）]

表内の（　）は個数を表しています。
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梱包明細

梱包名称 サイズ 梱包内容

通し笠木

1 スパン用 L=1073 通し笠木（1）

2 スパン用 L=1983 通し笠木（1）

通し笠木用エンドキャップ 通し笠木エンドキャップ（2）・φ 4 ｘ 19 皿セルフドリリングビス（4））

通し笠木用連結キャップ 通し笠木連結カバー（1）・φ 4 ｘ 19 皿セルフドリリングビス（4）

パネル本体
（通し笠木タイプ）

0608 W564/H800 パネル本体（1）・ビスセット（1）[ φ 4 ｘ 16 皿タッピン 3 種（2）]

0610 W564/H1000 パネル本体（1）・ビスセット（1）[ φ 4 ｘ 16 皿タッピン 3 種（2）]

0908 W910/H800 パネル本体（1）・ビスセット（1）[ φ 4 ｘ 16 皿タッピン 3 種（2）]

0910 W910/H1000 パネル本体（1）・ビスセット（1）[ φ 4 ｘ 16 皿タッピン 3 種（2）]

パネル本体
（間柱タイプ）

1208 W1200/H800 パネル本体（1）・セット部品（1）[ 柱キャップ（1）・ワッシャー（2）・ 
φ 4 ｘ 35 ナベセルフドリリングビス（2）・φ 4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（2）]

1210 W1200/H1000 パネル本体（1）・セット部品（1）[ 柱キャップ（1）・ワッシャー（2）・ 
φ 4 ｘ 35 ナベセルフドリリングビス（2）・φ 4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（2）]

0818 W1200/H1800 パネル本体（1）・セット部品（1）[ 柱キャップ（1）・ワッシャー（2）・ 
φ 4 ｘ 35 ナベセルフドリリングビス（2）・φ 4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（2）]

床下補強材
床下補強材

1 本入り
L=838

床下補強材（1）・ビスセット（1）[ φ 4 × 19 ナベセルフドリリングビス（4）]

2 本入り 床下補強材（2）・ビスセット（1）[ φ 4 × 19 ナベセルフドリリングビス（8）]

1 本入り L=1680 床下補強材（1）・ビスセット（1）[ φ 4 × 19 ナベセルフドリリングビス（8）]

床下補強アングル 床下補強アングル（2）・φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（8）・φ6 ｘ 35 ナベタッピン 1 種（4）

デッキフェンス用
扉

（通し笠木タイプ）

扉本体
H800 扉本体（1）

H1000 扉本体（1）

扉吊元柱

H800

扉吊元柱（1）・戸先縦枠（1）・セット部品（1）[ 蝶番（2）・蝶番ブラケット（4）・ 
内掛錠（1）・南京錠受け（2）吊元柱カバー（2）・ベースプレートカバー（2）・ 
通し笠木小口キャップ（1）・デッキ材受け（2）・φ4 ｘ 14 皿小ネジ（20）・ 
φ 4 ｘ 16 ナベセルフドリリングビス（12）・φ4 ｘ 16 皿セルフドリリングビス（4）・ 
φ 4 ｘ 12 トラスタッピン 3 種（20）・ワッシャー（4）・ 
φ 4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（1）・φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（9）・
φ 4 ｘ 40 ナベタッピン 2 種ガイド付（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・
φ 5 ｘ 50 皿セルフドリリングビス（4）]

H1000

扉吊元柱（1）・戸先縦枠（1）・セット部品（1）[ 蝶番（2）・蝶番ブラケット（4）・
内掛錠（1）・南京錠受け（2）吊元柱カバー（2）・ベースプレートカバー（2）・ 
通し笠木小口キャップ（1）・デッキ材受け（2）・φ4 ｘ 14 皿小ネジ（20）・ 
φ 4 ｘ 16 ナベセルフドリリングビス（12）・φ4 ｘ 16 皿セルフドリリングビス（4）・
φ 4 ｘ 12 トラスタッピン 3 種（20）・ワッシャー（4）・ 
φ 4 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（1）・φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（9）・
φ 4 ｘ 40 ナベタッピン 2 種ガイド付（4）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・
φ 5 ｘ 50 皿セルフドリリングビス（4）]

オプション

階段材

1 段
階段材（1）・補助柱（2）・セット部品（1）[ 側板ブラケット（2）・ 
M8 ｘ 20 六角ボルト（4）・M8 ｘ 30 六角ボルト（4）・ワッシャー（8）・ 
スプリングワッシャー（8）・4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（2）]

2 段
階段材（1）・補助柱（2）・セット部品（1）[ 側板ブラケット（2）・ 
M8 ｘ 20 六角ボルト（4）・M8 ｘ 30 六角ボルト（4）・ワッシャー（8）・ 
スプリングワッシャー（8）・φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（2）]

点検口部品セット 取手付デッキ材（2）・連結材（2）・セット部品（1）[ クッション材（8）・ 
φ 4 ｘ 45 ナベセルフドリリングビス（28）]

束柱化粧カバーセット カバー A（1）・カバー B（1）・ 
ビスセット（1）[ φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（2）]

デッキ材スキマフサギ材 L=2720 デッキ材スキマフサギ材（5）

鼻隠し多段納まり用部品 補助柱（2）・セット部品（1） 
[ バックアップライナー（12）・φ 4 ｘ 30 皿セルフドリリングビス（6）]

デッキ材 2 段納まり用部品
段床納まり用部品（2）・デッキ材取付金具（端部用）（2）・M6 ターンナット（2）・
φ 4 ｘ 13 ナベセルフドリリングビス（4）・φ 6 ｘ 25 トラスタッピン 3 種（2）・
φ 5 ｘ 16 トラスタッピン 3 種（8）・φ 4 ｘ 13 皿セルフドリリングビス（4）

デッキ下メッシュパネル メッシュパネル（1）

デッキ下メッシュパネル部品 デッキ下パネル取付金具（4）・中間継手（2）・ 
φ 4 ｘ 13 ナベセルフドリリングビス（8）・φ 4 ｘ 10 トラス小ネジ（2）

デッキ材小口キャップ デッキ材小口キャップ（10）・φ 4 ｘ 19 ナベセルフドリリングビス（20）

段差連結部品 段差連結部品（1）・φ 4 ｘ 25 ナベセルフドリリングビス（2）・ 
φ 4 ｘ 10 トラスタッピン 3 種（2）

テラス接続部品
接続カバー（2）・接続カバーキャップ（1）・セット部品（1）[ デッキ材受け（2） 
φ 5 ｘ 70 皿セルフドリリングビス（4）・φ 5×35 皿セルフドリリングビス（5） 
70 角柱カバー (1)・φ 4 × 16 セルフドリリングビス (6)]

UD 手摺（間柱） H1000
間柱（1）・セット部品（2）[ ブラケット受け材（1）・M6 ｘ 18 ボルト（2）・ 
スプリングワッシャー（2）・ワッシャー（2）・コーナー自在柱カバー（2）・ 
φ 4 ｘ 19 セルフドリリングビス（4）]

UD 手摺（自在コーナー柱） H1000 自在コーナー柱（1）・セット部品（1）
[ コーナー自在柱カバー（2）・φ 4 ｘ 19 セルフドリリングビス（4）]

表内の（　）は個数を表しています。
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通し笠木

鼻隠し取付金具

床下補強材

床下補強アングル

内側

外側

打掛錠

コーナーキャップ

コーナーキャップ

通し笠木
小口キャップ

角度自在
コーナー柱

通し笠木
小口キャップ

90°コーナー柱南京錠受け

根がらみ

大引
束柱

鼻隠し

鼻隠し連結キャップ

鼻隠し90°
コーナーキャップ

1.束柱・大引・根がらみの設置(P.30)

1-4：扉吊元柱の設置(P.33)

3-6：扉吊元柱部の施工(P.46)

2.床下補強材の取付け(P.39)

3.デッキ材の取付け(P.41)

5-6：通し笠木の取付け(P.63)

5.デッキフェンス
通し笠木タイプの取付け(P.57)

角度自在コーナー柱

●角度自在コーナー柱部

●内側から見る ●扉コーナー納まりの場合

コーナーキャップ

コーナーキャップ

デッキ材

パネル

通し笠木

通し笠木カバー

通し笠木補強材

間柱

90°コーナー柱

エンド
キャップ

5-7：笠木キャップ
　の取付け（P.65）

5-7：笠木キャップ
　の取付け（P.65）

エンドキャップ

扉吊元柱

エンドキャップ

戸先縦枠

デッキフェンス扉

通し笠木

蝶番
ブラケットB

蝶番

連結カバー
5-7：笠木キャップの取付け（P.65）

ベースプレート
カバー

4-4：ベースプレート
　の取付方向(P.55)
5-1：ベースプレート
　の取付け(P.57)

4-3：角度自在コーナー柱の調整方法(P.54)

5-5：デッキフェンス扉の取付け(P.61)

3-2：鼻隠し取付金具
　　の取付け(P.42)

7：鼻隠しの取付け(P.76)

5-5-4：錠の取付け(P.63)

5-8：通し笠木小口キャップ
　　の取付け(P.66)

4-5：パネルの切詰め(P.55)
5-3：パネルの取付け(P.59)

4-2：柱芯々の
　　設置寸法(P.54)
5-2：柱の設置(P.57)

5-4：柱端部材
　の取付け(P.60)

柱端部材

各部の名称
●組立施工および調整の説明項目を示す。施工作業前に確認してください。
●ここでは、デッキフェンスを施工する場合を示す。
※（　）内は説明ページを示す。

●デッキフェンス扉施工の場合

●デッキフェンス通し笠木タイプ施工の場合

ME1738-054-2
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各部の名称

埋込柱と大引が干渉しないよう、大
引を 70mmずらして設置します。

鼻隠し取付金具 大引

束柱根がらみ
鼻隠し

鼻隠し連結キャップ

鼻隠し90°
コーナーキャップ

角度自在
コーナー柱

コーナー
柱キャップ

柱キャップ

通し笠木

エンドキャップ

コーナー自在柱カバー

角度自在コーナー柱
柱下部カバー

6-5：柱キャップの取付け（P.71）

控え柱

デッキ材

控え柱うで木

ブラケット

ブラケット

柱端部材

4-3：角度自在
　　コーナー柱の
　　調整方法(P.54)

3-2：鼻隠し取付金具
　　の取付け(P.42)

7：鼻隠しの取付け(P.76)

パネル

通し笠木用
パネル

間柱用
パネル

パネル

4-5：パネルの
　　切詰め(P.55)
6-3：パネルの
　　取付け(P.70)

6-6：控え柱の設置(P.72)

6-4：柱端部材の取付け(P.71)

3：デッキ材
　の取付け(P.41)

4-2：柱芯々の設置寸法(P.54)
4-3：角度自在コーナー柱の調整方法(P.54)
6-2：埋込柱の設置(P.68)

6-4：柱端部材
　　の取付け(P.71)

6-7：段差納まりの施工(P.74)

通し笠木補強材

通し笠木用柱端部材

間柱用柱端部材

ベース
プレートカバー

4-2：柱芯々の
　　設置寸法(P.54)
4-4：ベースプレート
　　の取付方向(P.55)
6-1：ベースプレート柱
　　の設置(P.67)

間柱

間柱

1.束柱・大引・根がらみ
　の設置(P.30)
2.床下補強材の取付け(P.39)

●デッキフェンス間柱タイプ控え柱
　施工の場合

●間柱タイプ埋込柱施工の場合

●段差納まりの場合

ME1738-055
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ME1738-001

ME1738-002

納まり図
●この納まり図は、間口（W）:1.5 間、奥行 (D):6 尺の場合を示す。
●間口：Nw、奥行：Nd に数字をあてはめて、規格サイズの寸法を算出して

ください。

●間口寸法
間口 W 間口 W

1.0 間 1820 2.5 間 4550
1.5 間 2730 3.0 間 5640
2.0 間 3640 3.5 間 6370

4.0 間 7280

●奥行寸法
出巾 D
3 尺 910
6 尺 1820
9 尺 2730

12 尺 3640

●高さ寸法

奥行 標準柱
（調整式）

長束柱
（調整式）

長束柱
（埋込式）

H 450 650 700

基本寸法一覧表

デッキ縦張り標準納まり

デッキ横張り標準納まり

W:910xNw

D
:9
10
xN
d

 4
00
～
50
0

[6
00
～
70
0]

GL

10
0

10
.5

13
5

30
0

 ●埋込式長束柱

70

13812

70
0
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※（　）内寸法は、間柱タイプの埋込柱を設置する場合を示す。
※   [　]   内寸法は、調整式長束柱を示す。

※（　）内寸法は、間柱タイプの埋込柱を設置する場合を示す。
※   [　]   内寸法は、調整式長束柱を示す。

●基本納まり図

●基本納まり図

●束柱 ･大引位置
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※間口・出巾別の位置は、23 ～ 28
ページの「束柱・大引位置図」を
参照してください。

※間口・出巾別の位置は、23 ～ 28 ペー
ジの「束柱・大引位置図」を参照
してください。
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納まり図

※   [　]   内寸法は、調整式長束柱を示す。基本断面図
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納まり図

173 564
90°コーナー柱=35
角度自在
コーナー柱=40

ベースプレート

床下補強材

床下補強アングル

デッキ
　フェンス柱

66

7575110

125

138

13
8
35

5
W:910xNw

910x(Nw-1)

91
0x
(N
d-
1)

56
4

17
3

D
:9
10
xN
d

(7
20
)9
20

(8
00
)1
00
0

80

40
0～
50
0 

[60
0～
70
0]

(1
20
0～
13
00
[1
40
0～
15
00
])

14
00
～
15
00
[1
60
0～
17
00
]

10
.5

13
5

GL

ME1738-003

※この納まり図は、間口 (W):1.5 間、奥行 (D):6 尺の本体に、デッキフェンス H1000
を L 字型に納めた場合を示す。

※   [　]   内寸法は、調整式長束柱を示す。
※（　）内寸法は、H800 を示す。

デッキフェンスH800/1000
通し笠木タイプ納まり

●柱下部納まり

●縦断面図●基本納まり図
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柱のベースプレート取付位置に、床下補
強材・床下補強アングルが必要です。

角度自在コーナー部 間柱部 90°コーナー柱部

●束柱 ･大引位置
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束柱 大引ME1738-038

※間口・出巾別の位置は、23 ～ 28
ページの「束柱・大引位置図」を
参照してください。
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納まり図

デッキフェンスH800/1000
間柱タイプ納まり
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●基本納まり図

※この納まり図は、間口 (W):1.5 間、奥行 (D):6 尺の本体に、デッキフェンス H1000
を L 字型に納めた場合を示す。

※   [　]   内寸法は、調整式長束柱を示す。
※（　）内寸法は、H800 を示す。

柱のベースプレート取付位置に、床下補
強材・床下補強アングルが必要です。

●柱下部納まり ●縦断面図
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●束柱 ･大引位置
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※間口・出巾別の位置は、23 ～ 28
ページの「束柱・大引位置図」を
参照してください。

角度自在コーナー部
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納まり図
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※この納まり図は、間口 (W):1.5 間、奥行 (D):6 尺の本体に、デッキフェンスを L 字型に
納めた場合を示す。

※   [　]   内寸法は、調整式長束柱を示す。

デッキフェンスH1800
間柱タイプ控え柱納まり

●基本納まり図

●控え柱下部納まり ●控え柱縦断面図

柱のベースプレート取付位置に、床下補
強材・床下補強アングルが必要です。
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●束柱 ･大引位置
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※間口・出巾別の位置は、23 ～ 28
ページの「束柱・大引位置図」を
参照してください。



－ 13 －

納まり図

デッキフェンスH1800
間柱タイプ埋込柱納まり

※この納まり図は、間口 (W):1.5 間、奥行 (D):6 尺の本体に、デッキフェンスを L 字型に
納めた場合を示す。

※   [　]   内寸法は、調整式長束柱を示す。
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●埋込柱と干渉する位置の束柱･大引を70mmずらして設置します。
●床下補強材・床下補強アングルは必要ありません。

●柱下部納まり ●縦断面図

●基本納まり図
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※間口・出巾別の位置は、23 ～ 28 ページ
の「束柱・大引位置図」を合わせて参照
してください。
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納まり図
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デッキフェンス扉納まり

●基本納まり図

※この納まり図は、間口（W）:1.5 間、奥行 (D):6 尺の本体に、「デッキフェンス H800 通し笠木」
+「デッキフェンス扉 H800 通し笠木タイプ」+「デッキ用階段（2 段）」を納めた場合を示す。

※（　）内寸法は、H1000 を示す。
※ ＜  ＞ 内寸法は、デッキ用階段（1 段）を示す。

●横断面図
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柱固定金具が干渉する場合は、
束柱固定金具を90°回転し付け替える ME1738-008

●本図は一例です。その他の組み合わせも可能です。
●埋込式の扉吊元柱を使用します。
●扉吊元柱と大引が干渉する場合は、大引を切断し束柱 2本
を設置します。.

（※束柱・大引位置図参照）

ME1738-027

●束柱 ･大引位置
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※間口・出巾別の位置は、23 ～ 28 ページの「束
柱・大引位置図」を参照してください。
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納まり図

●縦断面図

●扉コーナー納まり

●錠部詳細図
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納まり図

※この納まり図は、間口（W）:1.5 間、奥行 (D):6 尺の本体に、「デッキフェンス
H1000 通し笠木」+「デッキフェンス H1800 間柱タイプ」を L 字型に納めた場合を
示す。

※   [　]   内寸法は、調整式長束柱を示す。
※（　）内寸法は、H800 を示す。

デッキフェンス段差納まり
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●連結部詳細

●基本納まり図

●本図は一例です。その他の組み合わせも可能です。
●連結部に通し笠木H18 用連結部品を使用します。

0.
5

23
13

19.6

10

0.
5

0.
5

45

9999
49

44 10
7

50 15
25

25.5

3
11
.5

0.5 0.5100
107

20 通し笠木

通し笠木
H18用連結部品

柱端部材
53

ME1738-035



－ 17 －

納まり図

デッキ台形納まり

●縦張り

●本図は一例です。その他の寸法も可能です。
●斜辺部は、デッキ材端部から 138mmの位置に大引を設置します。
●斜辺大引と干渉する水平・垂直大引は、現場合わせにて切断します。
●束柱を、大引端部から 138mmの位置に設置します。
●デッキ材端部よりはみ出す斜辺大引のフィンは切欠いてください。

●横張り
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※この納まり図は、間口（W）:1.5 間、奥行 (D):9 尺の場合を示す。
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デッキフェンス付 デッキフェンス付

デッキ R鼻隠し納まり ※この納まり図は、デッキ縦張りの場合を示す。

デッキ材取付金具
（端部用）

鼻隠しの連結部には
5mmのすき間をあける

デッキ材取付金具

R鼻隠し固定位置

大引（現場加工）
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138 (113.5) (396.6)6

507

鼻隠しの連結部には
5mmのすき間をあける

●基本納まり図

●本図は一例です。その他の寸法も可能です。（※最小寸法：R=800）
● R部の大引を現場で切断し、束柱を設置します。
●鼻隠しは標準の鼻隠しを使用します。 
●鼻隠しの連結部には、5mmのすき間をあけてください。

ME1738-053-1
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納まり図

点検口納まり（オプション）

5
5

450.5

大引
デッキ連結材

A部

B部
回転取手

取手付デッキ材

取手付デッキ材

90

40
24

2.
5

910

点検口長（最大長:907）

点検口蓋

点
検
口
巾
（
最
大
巾
:9
05
）

89
5

●点検口は大引⇔大引間に設置します。
●デッキ材を施工する前に、点検口位置を決めてください。
●点検口部分のデッキ材をあらかじめ切断した状態でデッキ材を施工します。切断した
デッキ材は、点検口蓋として使用します。

●両端 2枚は、取手付デッキ材を使用します。

ME1738-033

● A部詳細図 ● B部詳細図

●基本納まり図

35 3

705

大引

デッキ連結材

クッション材

ME1738-044

24.53
クッション材

デッキ材
小口キャップ

デッキ材
小口キャップ

ME1738-043
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納まり図

鼻隠し多段納まり（オプション）
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バックアップ
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※ [　] 内寸法は、調整式長束柱を示す。
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鼻隠しキャップ納まり

●90°コーナー部 ●自在コーナー部 ●連結部
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鼻隠し自在コーナーキャップ

出隅 入隅 ※可能範囲：90°～ 180°

ME1738-045-1ME1738-048ME1738-046ME1738-047

鼻隠し連結部には、
5mmのすき間を
あけてください。
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納まり図

デッキ材 2段納まり（オプション）

GL

埋込式長束柱
（現場切断）

2段納まり用
デッキ材

大引

大引

ターンナット(M6用)

段床納まり用部品

鼻隠し

138

※390
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138
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49

49479
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9
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144
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※この納まり図は、「デッキ縦張り標準納まり」に下段デッキを 3
枚納めた場合を示す。

●本図は一例です。その他の組み合わせも可能です。
●束柱ピッチ最大 390mm以内で自由に設定することができます。
●段床納まり用部品を使用して、下段のデッキを取付けます。
●下段のデッキには埋込式長束柱を使用します。

　ME1738-041
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納まり図

UD手すり納まり（オプション）

●本図は一例です。その他の組合わせも可能です。
●手すり部の施工方法については、下記の説明書を参照してください。
　・UD手すり [ME-1459]
　・UD手すり自在コーナー継手 [ME-1648]

※この納まり図は、「デッキ縦張り標準納まり」に「UD 手すり」を納めた
場合を示す。

※  [　]    内寸法は、調整式長束柱を示す。
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● A-A' 断面図

ME1738-823

ME1738-822

ME1738-824

●基本納まり図 ●デッキ接続部詳細図
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●縦張り施工例

ME1738-049

大引

大引

UD手すり柱は
1ヶ所のみ

1 枚のデッキ材上の大引間に、
2ヶ所以上柱を設置しないで
ください。

ME1738-058
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納まり図

テラス納まり（オプション）

●本図は一例です。その他の組合わせも可能です。
●施工方法については、「3-10. テラス柱部の施工」を参照してください。
●テラス本体の施工方法については、テラスの施工説明書を参照してください。

GL GL

10° 10°

※テラス柱埋め込み寸法については、
　テラスの施工説明書を参照してください。

※テラス柱埋め込み寸法については、
　テラスの施工説明書を参照してください。

45
0

10.5 2730

45
0

10.5 1820

※

44
3

1902

60

26
00

70
1765

※

39
0

1902
60

26
00

70
1465

●施工例 1（デッキ出巾 6尺 +テラス出巾 6尺）

ME1738-051-4

柱移動 300mm

●デッキ接続部詳細図

デッキ面

デッキ材受け

テラス柱

テラス接続カバー
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45
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20
0 70

37
10

16
5
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25 30 18

18
5

デッキ材

ME1738-052-4

●施工例 2（デッキ出巾 9尺 +テラス出巾 6尺）

柱移動なし

※この納まり図は、「木樹脂デッキⅡ」に「ファインテラス標準柱」を 
納めた場合を示す。
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束柱・大引位置図
●ここでは標準納まりの場合を示しています。
●完成プランによって、束柱 ･ 大引位置をずらして設置する場

合があります。納まり図で確認してください。

デッキ縦張り

●間柱タイプの埋込柱を設置する場合は、13ページの「納まり図」を参照してください。
●デッキフェンス扉納まりの場合は、14ページの「納まり図」を参照してください。
●台形納まり・デッキ R鼻隠し納まりの場合は、17ページの「納まり図」を参照してください。
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束柱・大引位置図
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●間柱タイプの埋込柱を設置する場合は、13ページの「納まり図」を参照してください。
●デッキフェンス扉納まりの場合は、14ページの「納まり図」を参照してください。
●台形納まり・デッキ R鼻隠し納まりの場合は、17ページの「納まり図」を参照してください。
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束柱・大引位置図
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●間柱タイプの埋込柱を設置する場合は、13ページの「納まり図」を参照してください。
●デッキフェンス扉納まりの場合は、14ページの「納まり図」を参照してください。
●台形納まり・デッキ R鼻隠し納まりの場合は、17ページの「納まり図」を参照してください。
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束柱・大引位置図
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デッキ横張り

●間柱タイプの埋込柱を設置する場合は、13ページの「納まり図」を参照してください。
●デッキフェンス扉納まりの場合は、14ページの「納まり図」を参照してください。
●台形納まり・デッキ R鼻隠し納まりの場合は、17ページの「納まり図」を参照してください。
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束柱・大引位置図
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●間柱タイプの埋込柱を設置する場合は、13ページの「納まり図」を参照してください。
●デッキフェンス扉納まりの場合は、14ページの「納まり図」を参照してください。
●台形納まり・デッキ R鼻隠し納まりの場合は、17ページの「納まり図」を参照してください。
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束柱・大引位置図
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出
巾
３
尺

出
巾
６
尺

出
巾
９
尺

出
巾　

尺
12

●間柱タイプの埋込柱を設置する場合は、13ページの「納まり図」を参照してください。
●デッキフェンス扉納まりの場合は、14ページの「納まり図」を参照してください。
●台形納まり・デッキ R鼻隠し納まりの場合は、17ページの「納まり図」を参照してください。



－ 29 －

●点検口を設置する場合は、位置をあらかじめ決めてお
いてください。

●デッキフェンスを設置する場合は、「納まり図」を参照
し、位置をあらかじめ決めておいてください。

施工前の確認 ●施工についての注意事項です。必ず確認してください。

デッキフェンスの設置について

点検口の設置について（オプション）

●ベースプレート式柱の場合は、大引・床下
補強材・床下補強アングルの上に取付けて
ください。（「2. 床下補強材の取付け」参照）

●埋込柱の場合は、束柱と大引を標準位置か
ら 70 ｍｍずらしてください。（「1-2. 大引 ･
根がらみの取付け」参照）

●埋込柱の場合は、床下補強材と床下補強ア
ングルは不要です。

●点検口は、大引－大引間に設置してください。
●点検口を設置する部分のデッキ材を先に切断
しておいてください。（「3-8. 点検口の施工」
参照）

柱の埋込みについて

●柱を埋込む場合は、地下埋設物（給排水管等）に影響
を及ぼさないように設置位置を決めてください。

●埋込柱については、「納まり図」を参照し、位置をあら
かじめ決めておいてください。

セルフドリリングビスについて

水平・垂直・直角について

●水平・垂直・直角を、必ず正確に出して施工を行って
ください。

●本説明書では、セルフドリリングビスを直接打込む方
法で説明しています。

●先に下孔加工を行うことをお勧めします。
●特に樹脂材の場合、表面をきれいに仕上げることがで

きます。

●埋込式長束柱を使用する場合、施工作業前に「納まり図」
を参照して、柱の埋込み位置を出し、指定寸法以上の
基礎穴を掘ってください。

ME1620-014-1

300

30
0

300

埋込式長束柱の基礎穴について

先に、基礎穴を掘っていないと、柱の取付け
作業ができません。

束柱固定金具が他の柱などと干渉する場合は、
束柱固定金具を90°回転し付け替えてください。

束柱固定金具

90°

●束柱固定金具が干渉する場合

ME1738-826

束柱固定金具が干渉する場合

●基礎穴寸法図

根がらみと調整ボルトが同じ面上になるよ
うに束柱を設置してください。
※同じ面上でないと、束柱化粧カバーを取付け

ることができません。

●根がらみと調整ボルトの位置

根がらみ

調整ボルト

ME1738-829

束柱化粧カバーを取付ける場合（オプション）

切詰め・下孔加工について

●本説明書に切詰め寸法および下孔加工位置寸法を説明
していますが、現物合わせで寸法・位置を確認してく
ださい。

束石について

●束石を用いて束柱を設置する場合は、束石が他の柱
（デッキフェンス扉用吊元柱・階段補助柱など）と干渉

することがありますので注意してください。
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50 43

標準の大引位置より
70mm外側

埋込柱位置

大引

標準の束柱位置より
70mm外側

外側
ガイドライン

φ7mmの
下孔加工
（両側4ヶ所） 内側

根がらみ

138

70

70
68

68

138

家側

外側

根がらみ
根がらみ

大引

束柱

φ5×16
トラスタッピン3種

φ5×16
トラスタッピン3種

φ5×16
トラスタッピン3種

束柱

大引

大引

9090

90

根がらみ

根がらみ

連結側

端部端部

端部 端部

20
30
15 48

根がらみ

φ5.5mmの
　下孔加工

①大引・根がらみを束柱に取付け
てください。

ME1738-101

ME1738-111

①右図を参照して、根がらみの端部側を切
詰めてください。

１ 束柱・大引・根がらみの設置 ● 23 ～ 28 ページの「束柱・大引位置図
｣ を参照し、スパン数に応じて設置して
ください。

連棟の場合、根がらみの連結側
は切詰めないでください。

１－１	 根がらみの切詰め

１－２	 大引・根がらみの取付け

ME1738-115

1-2-1	 デッキ縦張りの場合

●デッキフェンス埋込柱を設置する場合

①大引にφ7mm の下孔を両側 4 ヶ所あけてください。
②大引・根がらみを束柱に取付けてください。

●単体の場合 ●連棟の場合

●間柱タイプの埋込柱
　を設置する場合

●埋込柱と大引が干渉する場合は、束
柱と大引を標準位置より 70mm外
側へずらして設置してください。
●埋込柱と根がらみが干渉するため、
根がらみを外側に取付けてください。

※ 13 ページの「納まり図」を参照して
ください。
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束柱・大引・根がらみの設置

43
50

標準の大引位置より
70mm外側

埋込柱位置

標準の束柱位置より
70mm外側

外側

大引

φ7mmの
下孔加工
（両側4ヶ所）

ガイドライン

内側
根がらみ

138

70

138

68

68
70

束柱

根がらみ
根がらみ

φ5×16
トラスタッピン3種

家側

外側

根がらみ

束柱

束柱

大引

根がらみ 大引

大引大引

φ5×16
トラスタッピン3種

φ5×16
トラスタッピン3種

φ5×16
トラスタッピン3種

束柱

大引 大引

φ5×16
トラスタッピン3種

φ5×16
トラスタッピン3種

ME1738-102

ME1738-103

ME1738-104

●根がらみ連結部の取付け ●大引連結部の取付け

①大引・根がらみを束柱に取付け
てください。

ME1738-116

①大引 ･ 根がらみを連結する場合は、大引の中心で
連結してください。

1-2-2	 デッキ横張りの場合

1-2-3	 大引・根がらみの連結

①大引にφ7mm の下孔を両側 4 ヶ所あけてください。
②大引・根がらみを束柱に取付けてください。

●埋込柱と大引が干渉する場合は、束
柱と大引を標準位置より 70mm外
側へずらして設置してください。
●埋込柱と根がらみが干渉するため、
根がらみを外側に取付けてください。

※ 13 ページの「納まり図」を参照して
ください。

●デッキフェンス埋込柱を設置する場合
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束柱・大引・根がらみの設置

１－３	 束柱の設置

水平器レベルを
合わせる

束柱

ドリル

φ6mmの下孔
をあける

束柱
プラグビスセット
（別売品）

GL

①土間の上にφ 6mm の孔を 2 ヶ所あけてください。

ME1738-105

ME1738-106

ME1738-107

●柱の高さ、位置レベルを正確に合わせてくだ
さい。
●レベルが合っていないと、デッキの取付け不
良の原因となります。

束石を設置する場合は、□ 200mm以上
の束石を使用してください。

②プラグビスセット（別売品）で、束柱を固定し
てください。

高さを
調節する

六角ボルトを締める
束柱

φ5×16
セルフドリリングビス

φ5×16
セルフドリリングビス

六角ボルトを
緩める

③必要に応じ、六角ボルトを緩め、高さを調整し
てください。

④高さ調整後、六角ボルトを締め、セルフドリリ
ングビスで対角 2 ヶ所を固定してください。

ME1738-108

調整後、各ボルト、ビスを確実に締付
けてください。

デッキ材

大引

六角ボルト

束柱

標
準
束
柱
：
40
0～
50
0

長
束
柱
：
　
60
0～
70
0

21
6（
41
6）

8 4
30

12
0

(7
0～
17
0）

GL

※（　）は長束柱の場合を示す。
ME1738-109

●高さ調整範囲
標準束柱：
　GLからデッキ面まで 400 ～ 500mm
長束柱　：
　GLからデッキ面まで 600 ～ 700mm

対角2ヶ所

対角2ヶ所

※どちらの対角でもよい

または

ME1620-115-1

1-3-1	 高さ調整柱の設置
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束柱・大引・根がらみの設置

1-4-1	 設置位置の確認

●取付位置図

デッキフェンス扉を設置する場合に作業
を行ってください。

水平器

レベルを
合わせる

30
0

300300

10
0

GL

□70

埋込柱① 23 ～ 28 ページの「束柱・大引位置図」を参照し、
束柱の設置位置を確認してください。

②束柱を GL 面に埋込んでください。

ME1620-107-1

ME1620-108

地下埋設物（給水配管等）に影響を及ぼ
さないように柱位置をきめてください。

●柱は 100mm以上埋込み、基礎寸法
は 300mm以上としてください。
●柱の高さ、位置レベルを正確に合わ
せてください。
●レベルが合っていないと、デッキの
取付け不良の原因となります。

1-3-2	 埋込式長束柱の設置

１－４	 扉吊元柱の設置（※デッキフェンス扉納まりの場合）

①「取付位置図」および、14 ～ 15 ページの「納
まり図」を参照して、扉吊元柱の設置位置・寸
法を確認してください。

②必要に応じて、次ページの「1-4-2. 扉吊元柱の
切詰め」、「1-4-3. 大引の切断と束柱の設置」を行っ
てください。

扉吊元柱と大引が干渉する場合は、大引
を66mm切断し、束柱を2本設置します。

デッキフェンス扉の設置については、61
ページの「5-5. デッキフェンス扉の取付
け」を参照してください。

66mm
切断

138138

干渉なし

大引と
干渉する場合

大引
束柱を2本設置

扉吊元柱

扉吊元柱

※切断手順不要

ME1738-121
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束柱・大引・根がらみの設置

③束柱を取付けてください。

吊元側

柱芯 柱芯

●扉吊元柱

扉
側φ7mmの

　下孔をあける
　（両側 8ヶ所）

ガイドライン

66mm切断

37.5

28.5 28.537.5

113

113

50

50

ME1738-113

ME1738-114

φ5×16
トラスタッピン 3種

大引

束柱

①扉吊元柱設置位置の大引を 66mm 切断してくだ
さい。

②ガイドライン上に、束柱取付用の下孔をあけて
ください。

①扉吊元柱（下側）を切詰めてください。
②切断した扉吊元柱に、挿入材を付替えてください。

扉吊元柱は、デッキ長束柱仕様にも対応
できる長さになっています。

埋込み寸法が 250mm以上となるよ
う、扉吊元柱を切詰めてください。

●切断後

扉吊元柱（下側）

切断

挿入材挿入材
ME1738-508

1-4-2	 扉吊元柱の切詰め

1-4-3	 大引の切断と束柱の設置

扉吊元柱と大引が干渉する場合に作業を
行ってください。



－ 35 －

束柱・大引・根がらみの設置

扉側

蝶番が扉側になる

上面を合わせる

φ4×25
セルフドリリングビス

デッキ材受け
AB-1103

大引

コンクリートで固定25
0m
m
以
上

扉吊元柱

大引

ME1738-118

1-4-4	 扉吊元柱の設置

扉吊元柱埋込み寸法：250mm以上

ここでは、14ページの「納まり図」の
プランを例として説明しています。
※大引を切断し、束柱を 2 本設置した

場合を示しています。

①扉吊元柱を埋込んでください。

②デッキ材受けを扉吊元柱と大引に取付けてくだ
さい。

扉吊元柱をコンクリートで確実に固定
してください。

１－５	 UD手すり柱の設置（※オプション）

※  [　]    内寸法は、調整式長束柱を示す。

UD手すり柱

必ずこの位置に
なるようにする

GL

A･
C型
：
H1
00
0 
/ B
型
：
H1
00
6

40
0～
50
0

[6
00
～
70
0]

19
0

デッキ面

ME1738-825

UD手すり納まりの場合に作業を行って
ください。

① 21 ページの「納まり図」を参照して、UD 手す
り柱の設置位置・寸法を確認してください。

UD手すり柱埋込み寸法：190mm

UD手すり柱をコンクリートで確実に
固定してください。

柱芯々が右図の位置（デッキ材すき間
の中心）になるようにしてください。

② UD 手すり柱を埋込んでください。

扉吊元柱が大引と干渉しない場合は、
デッキ材受けを扉吊元柱のみに取付けて
ください。
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束柱・大引・根がらみの設置

１－６	 テラス柱の設置（※オプション）

テラス納まりの場合に作業を行ってくだ
さい。

30

テ
ラ
ス
柱
埋
め
込
み
寸
法
：
※ デッキ材受け

AB-1103

コンクリートで固定

120
80

デッ
キ面

この面を大引の
上面に合わせる

テラス柱

φ4×16
セルフドリリングビス

ME1738-120-4

① 22 ページの「納まり図」を参照して、テラス柱
の設置位置・寸法を確認してください。

②テラス柱を埋込んでください。

③デッキ材受けをテラス柱に取付けてください。

テラス本体の施工については、テラスの
施工説明書を参照してください。

テラス柱をコンクリートで確実に固定
してください。

※テラス柱埋め込み寸法については、テラスの施工説明書を
参照してください。

テラス柱埋め込み寸法については、テラ
スの施工説明書を参照してください。

デッキ材の取付けは、51ページの「3-10.
テラス柱部の施工」を参照してください。
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束柱・大引・根がらみの設置

１－７	 デッキ材２段納まりの場合（※オプション）

ここでは、20ページの納まり図のプラ
ンを施工例として説明しています。
※下段はデッキ材３枚納まりになりま

す。

●取付イメージ図

① 20 ページの「納まり図」で設置位置・寸法を確
認してください。

②右図を参照して、標準の束柱に下孔加工を行っ
てください。

●取付部側面図

① 20 ページの「納まり図」で設置寸法を確認して
ください。

②大引を必要な長さに切詰めてください。

現物合わせで切詰め長さを決めてください。

1-7-1	 大引（2段納まり用）の切詰め

1-7-2	 束柱・大引の設置

デッキ材の取付けについては、52ペー
ジの「3-11. デッキ材２段納まりの場合」
を参照してください。

本体の大引

段床納まり用部品
取付位置

2段納まり用大引

最大390mm

最大
390
mm

2段納まり用大引

76

20

20 束柱

φ3.5mmの下孔加工

φ13mmの下孔加工

20

20 1
0.5

138 20
大引

現場合わせで切断

φ3.5mmの下孔加工（2ヶ所）

φ13mmの下孔加工

φ6mmの下孔加工
（反対側にも必要・4ヶ所）

ME1738-810

ME1738-812

ME1738-811

1489

7656

10
13
0

2段納まり用大引

鼻隠し

標準の大引

段床納まり用部品
ME1738-818

必要に応じて、本体側の束柱の本数を増
やしてください。
・大引ピッチ：910mm

束柱ピッチ最大 390mm以内で自由に設
定することができます。
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束柱・大引・根がらみの設置

③ターンナットを束柱に差し込んでください。

●ターンナットの取付方法
※ボルトを差し込むことにより、束柱内部でナッ

ト部が回転します。

④段床納まり用部品を取付けてください。

⑤図を参照して、束柱・大引を設置してください。

●下段には埋込式長束柱を使用します。
●標準の束柱より 140 ｍｍ以上低くなる
よう、現物合わせで切詰めてください。

●埋込み寸法＝ 100mm以上

埋込式長束柱をコンクリートで確実に
固定してください。

たて向きに差込む

M6S

PAT.P

上

ターンナット
BN-1160

束柱

束柱
段床納まり用部品
UB-1091

φ4×13
セルフドリリングビス

φ6×25
トラスタッピン3種大引

段床納まり用部品を
取付けた大引

段床納まり用部品を
取付けた束柱

現
物
合
わ
せ
で
下
部
を
切
断

10
0m
m
埋
込
む

本体の大引

埋込式長束柱

φ5×16
トラスタッピン3種

φ5×16
トラスタッピン3種

埋込式長束柱

コンクリートで固定

大引

大引

ME1738-813

ME1738-814

ME1738-815

ビスを差込む

ME1738-817
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13
8 

大
引
芯
：々
A
大
引
芯
：々
A

13
8 

大引
床下補強材

ベースプレート

床下補強アングル
家側

デッキフェンスデ
ッ
キ
材
張
り
方
向

ME1738-204

２ 床下補強材の取付け

●作業の前に、完成プランを確認してください。
●ベースプレート式のデッキフェンス柱を取付ける場合に、作業を行ってください。
●デッキフェンスを施工しない場合、および間柱タイプの埋込柱を設置する場合は、作業不要です。
　（41 ページの「3. デッキ材の取付け」へ進んでください。）

138 大引芯 ：々A 大引芯 ：々A大引芯 ：々A 138 

デッキ材張り方向 家側

大引

床下補強
　アングル

ベースプレート
床下補強材 デッキフェンス

ME1738-205

２－１	 床下補強材・床下補強アングル取付例

①表を参照し、大引間隔に応じて床下補強材を切
詰めてください。

②φ 4.5mm 下孔を 2 ヶ所あけてください。

床下補強材 :B

7
7

切詰め

床下補強材

φ4.5mmの
下孔をあける
（2ヶ所）

●床下補強材寸法表　　　　　　　　　（mm）

大引芯々：A 床下補強材 :B
634 562
772 700
910 838（※）

※ L=838 の床下補強材をそのまま使用します。

２－２	 床下補強材の切詰め

床下補強材および床下補強アングルは、
ベースプレートをビス止めするために使
用します。

下図の例を参照して、ベースプレート
下に、床下補強材および床下補強アン
グルを設置してください。

床下補強材
床下補強
アングル ベースプレート

●デッキ縦張り ●デッキ横張り

ME1738-209-2
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床下補強材の取付け

床下補強材

床下補強アングル

床下補強アングル

138

デッキフェンス柱ピッチ

大引端部

大引

端部大引

大引

138

49

床下補強材

端部大引

床下補強
　アングル

床下補強材

床下補強アングル
EB-2202

端部大引

大引

床下補強材

φ4×19
セルフドリリングビス

φ4×19
セルフドリリングビス①前ページの取付例、および「納まり図」を参照

して、床下補強材と床下補強アングルを大引に
取付けてください。

ME1738-203

２－３　	床下補強材・床下補強アングルの取付け

大引

床下補強アングル 床下補強材

ME1738-202

床下補強材・床下補強アングルは、ベー
スプレート取付位置下の大引に取付け
てください。

ME1738-201-2
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●デッキ材を取付ける前に、完成プランを確認してください。
●ベースプレート式のデッキフェンス柱を取付ける場合は、デッキ材の取付前に、床下補強材を取付け
てください。

　（床下補強材の取付けについては、39 ページの「2. 床下補強材の取付け」を参照してください。）
●点検口を設置する場合は、点検口設置位置のデッキ材を切断した状態で、デッキ材を取付けてください。
　（点検口の施工については、47 ページの「3-8. 点検口の施工」を参照してください。）
●オプションを設置する場合は、あらかじめ施工手順を確認してから取付作業を行ってください。
　（オプションの施工については、46 ～ 52 ページ「3-6」～「3-11」を参照してください。）

●デッキ材を取付るときには、デッキ材
取付金具を使用します。

●デッキ材取付金具には、固定側と差込
側があります。

デッキ材取付金具について

固定側

固定側

差込み側

差込み側

デッキ材取付金具

デッキ材取付金具
（端部用）

デッキ材取付金具
（端部用）

大引

デッキ材

デッキ材
（鼻隠し取付金具付き）

デッキ材
（鼻隠し取付金具付き）

取付イメージ図
ME1738-303

ME1738-304

３ デッキ材の取付け ●点検口を設置する場合は、「3-8. 点検口の施工」を参照して
ください。

●デッキ材取付金具（端部用） ●デッキ材取付金具
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デッキ材の取付け

３－１	 デッキ材の切詰め

出巾や間口巾により、デッキ材を切断す
る場合があります。

①デッキ材を切断してください。
②使用するデッキ材に、ビスを付替えてください。

150

切断

ガイドライン

両側のビス
を外す

φ3.5mmの
　下孔をあける

取外した
ビス

φ4×8
皿タッピン3種

ME1738-313

デッキ材を中間で切断し、2本共に使
用する場合は、ビスを付替えず、切断
面を鼻隠し側にしてください。

①鼻隠し取付金具をデッキ材の小口側に、400mm
ピッチ以内で取付けてください。

鼻隠し取付金具は、デッキ材の側面には
取付けしません。

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、取付孔の破損および

緩みの原因になります。

デッキ材を大引に取付ける前に、作業を
行ってください。

３－２	 鼻隠し取付金具の取付け

鼻隠し取付金具

鼻隠し
（5章で取付方法説明）

400mm
ピッチ以内

50

ME1738-302

鼻隠し取付金具

ガイドライン

φ3.5mm
の下孔

小口側
鼻隠し取付金具
LB-1241

φ4×13
セルフドリリングビス

ME1738-301

両サイドのデッキ材には、必ず鼻隠し
取付金具を取付けてください。

●デッキ材底面から見る

●金具の取付位置

鼻隠し取付金具

デッキ

デッキ

① ④ ⑦ ⑩ ⑫ ⑭

鼻隠し取付金具

① ④ ⑦ ⑩ ⑬ ⑯ ⑲ 21

ME1738-344

出巾 1.0 間

出巾 1.5 間

必要に応じて左右どちらかのガイドライ
ン上に取付けてください。

ビスが不足する場合は、下記のビス（ま
たは同様のビスを）現場で手配してくだ
さい。
・ビス：φ 4 × 8皿タッピン 3種
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デッキ材の取付け

３－３	 デッキ材の取付け

①デッキ材を大引端部に置いてください。
②デッキ材取付金具（端部用）をビスで大引に取

付け、デッキ材を固定してください。

大引

デッキ材取付金具（端部用）
ETC-4753

デッキ材取付金具（端部用）

デッキ材

側面をビス止め後、
上面をビス止め

デッキ材
（鼻隠し取付金具付き）

φ4×13
皿セルフドリリングビス

A 

●  　 から見るA 

ME1738-305

デッキ材小口側を大引中心から138mm
出した位置で取付けてください。

大引

138
デッキ材

●標準 ●デッキフェンス間柱タイプの埋込柱を使用する場合

大引

デッキ材
68

ME1738-314

デッキ材小口側を大引中心から 68mm
出した位置で取付けてください。

ME1738-309

●先に下孔加工されている側面をビス止
め後、上面をビス止めしてください。
●側面 1 ヶ所・上面 1 ヶ所を対角に
ビス止めしてください。

※どちらの対角でも可能です。状況に応
じてビス止めしてください。

取付位置

施工手順

オプションを設置する場合は、あらか
じめ施工手順を確認してから、デッキ
材の取付けを行ってください。
※オプションの施工については、46 ～

52 ページ「3-6」～「3-11」を参照し
てください。

●デッキ材の向き
どちら向きでも可

デッキ材には向きがありますが、どちら
向きでも取付けることができます。

ME1738-346
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デッキ材の取付け

③デッキ材固定金具の固定側で、デッキ材のツメ
を固定し、ビスで大引に取付けてください。

デッキ材取付金具

デッキ材取付金具
（端部用）

5mm2.5mm

ME1738-307

デッキ材取付金具
ETC-4752

大引

デッキ材取付金具

デッキ材

φ4×13
セルフドリリングビス

ME1738-306

④デッキ材取付金具の差込み側にデッキ材のツメ
を差込んでください。

デッキ材取付金具の向きを間違えない
ようにしてください。

デッキ材を固定

次のデッキ材
を差し込む

固定側

差込み側
ME1738-311

●取付詳細図

●取付け金具の向き

大引上面の取付孔に合わせて取付けてく
ださい。
※チリ寸法 5mm で納めることができます。

⑥デッキ材取付金具（端部用）をビスで固定して
ください。

大引中心
138
または68

デッキ材取付金具 デッキ材取付金具
（端部用）
ETC-4753大引

デッキ材（鼻隠し取付金具付き）

取付済みデッキ材

φ4×13
皿セルフドリリングビス

⑤「③・④」の手順を繰り返し、デッキ材を全て
取付けてください。

デッキ材取付金具（端部用）

デッキ材

側面をビス止め後、
上面をビス止め

ME1738-308

ME1738-310 ME1738-315

●先に下孔加工されている側面をビス止
め後、上面をビス止めしてください。
●側面 1 ヶ所・上面 1 ヶ所を対角に
ビス止めしてください。

※どちらの対角でも可能です。状況に応
じてビス止めしてください。
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デッキ材の取付け

デッキ材の連結部が、必ず大引の中心
となるようにしてください。

①デッキ材取付金具で、2 枚のデッキ材をはさん
で取付けてください。

３－４	 デッキの連結

大引

デッキ材取付金具
ETC-4752

連結の場合は
両側の取付孔を使用

デッキ材取付金具
（端部用）
ETC-4753

φ4×13
皿セルフドリリングビス

φ4×13
セルフドリリングビス

デッキ材連結部

デッキ材連結部

デッキ材連結部
大引中心

ME1738-317

ME1738-316

３－５	 デッキ材のビス止め

①デッキ材のガイドラインに沿って、デッキ材と
大引に下孔をあけてください。

②デッキ材表面の樹脂部分（アルミ部分含む）に、
φ 10mm の皿加工を行ってください。

③デッキ材を大引に取付けてください。

●現場の状況に応じて、デッキ材を大引
にビス止めする場合に参照してくださ
い。

●ビス止めは、デッキ材のガイドライン
上で行ってください。

●皿ビスの頭が必ずデッキ面より下になるよう
にしてください。

●ビス部分に樹脂のささくれ等が発生した場合
は、必ずヤスリで仕上げてください。

※デッキ面が仕上がっていないと、ケガの原
因になります。

22.5404022.5
125

ガイドライン

ME1738-312

φ5×50
セルフドリリングビスφ4mmの下孔加工

φ10mmの皿加工

ガイドライン

デッキ材

大引

ME1738-318

●ガイドライン位置

●ビス止めの断面図

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、デッキ材（樹脂材）

が破損する原因になります。
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デッキ材の取付け

３－６	 扉吊元柱部の施工（※デッキフェンス扉納まりの場合）

①扉吊元柱の位置となるデッキ材を切欠いてくだ
さい。

切欠き

扉側

柱
寸
法

デッキ材取付方向 デッキ材取付方向

柱芯
柱芯

柱寸法15 15

74.5

52.5
96
43.5

138 2
2

扉
側

ME1738-337

25
0
以
上

55
40
0
～
50
0

長
束
柱
:6
00
～
70
0

φ5×50
皿セルフドリリングビス

デッキ材受け

扉吊元柱

扉吊元柱

GL

デッキ面

③ビスでデッキ材をデッキ材受けに固定してくだ
さい。

ME1738-510

④吊元柱カバーをデッキ材に取付けてください。

吊元柱カバー
ETC-4771

φ4×16
セルフドリリングビス

ME1738-513

後工程、57ページの「5-2. 柱の設置」で、
ベースプレートカバーを取付けます。

扉
側

28.537.5

柱芯

66

70
.5

ME1738-345

②デッキ材を大引に取付けてください。

デッキ材の取付けについては、「3-3. デッ
キ材の取付け」を参照してください。.

（取付金具使用）

切欠き済みデッキ材

デッキ材受け

デッキ材
取付金具

切欠きがデッキ材 2枚に
またがる場合、
この部分に取付金具は
取付かない

ME1738-347

デッキ材のビス止めについては、「3-5. デッ
キ材のビス止め」を参照してください。

皿ビスの頭が必ずデッキ面より下にな
るようにしてください。

施工前に、扉吊元柱が設置されている
か確認してください。（33 ページ参照）

右図を参照して、柱寸法より大きく切
欠いてください。
※すき間がないとデッキ材が取付きませ

ん。特にデッキ材取付方向の寸法には
注意してください。

●扉吊元柱

●デッキ縦張りの場合

●デッキ横張りの場合 切欠き

デッ
キ材
取付
方向

デ
ッ
キ
材
取
付
方
向

柱芯

柱芯

39.5 70

30.5

138 100
.5

柱寸法2 2

柱
寸
法

15
15

扉
側

扉側

ME1738-348
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デッキ材の取付け

３－７	 デッキ R鼻隠し納まり
　　　　･台形納まりのデッキ切断

ここではデッキ R鼻隠し納まりを説明し
ています。台形納まりの場合も同様の手
順で行ってください。

②デッキ上に切断位置をマーキングし、ジグソー
等で切断してください。

③鼻隠し取付金具を取付けてください。

デッキにマーキングし、
ジグソー等で切断

鼻隠し取付金具
LB-1241

鼻隠し取付金具

400mmピッチ
以
内

φ4×13
セルフドリリングビス

ME1738-334

ME1738-335

デッキ材 R部

鼻隠し取付金具

Rの中心

Rの中心に直角

●鼻隠し取付金具を Rの中心に直角にし、
すき間のないように取付けてください。

（状況に応じて数を追加してください。）
●鼻隠し取付金具が取付けにくい場合は、
デッキ材の取付前に取付けてください。

ME1738-336

３－８	 点検口の施工（※オプション）

点検口の位置により、デッキ材の切断寸
法が変わります。
※ 18 ページの「納まり図」および 23

～ 28 ページの「束柱大引位置図」
を参照してください。

開口寸法＝大引芯々ー9 <ー3>mm

デッキ材寸法＝
（大引芯々+138mm）ー4.5 <ー1.5>mm

端部の位置を合わせる

小口キャップ取付位置
（オプション）

点検口部

ME1738-326

小口キャップはオプション
になります。必要に応じて
取付けてください。

●点検口部イメージ図

大引

点検口部

標準のデッキ材

点検口部のデッキ材

大引中心

※本図は、小口キャップ付き（オプション）を示す。
※<  >内寸法は、小口キャップなしを示す。

<1.5>4.5

26

●詳細図

ME1738-323

① 17 ページの「納まり図」を参照して、デッキの
切断位置・寸法を確認してください。

最小寸法 R=800 としてください。
※ R=800 以下の場合、破損する原因に 

なります。
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デッキ材の取付け

●例
772138 138772910 910

3640

束柱 大引

点検口

①前ページの「点検口部イメージ図」および 18 ペー
ジの「納まり図」を参照し、点検口の位置に合
わせてデッキ材を切断してください。

切断後、「3-1. デッキ材の切詰め」を参
照して樹脂固定用ビスを両端に取付け
てください。

905.5<908.5>

1815.5<1818.5>

919<913>

大引に取付け

大引に取付け

●両端部

点検口蓋に使用

ビス

ME1738-327

●両端のデッキ材を大引に取付けます。
●中央部のデッキ材は点検口蓋に使用し
ます。（「3-8-3. 点検口蓋の組立て　」
参照）

ME1738-325

3-8-1	 デッキ材の切断

●右図を例として切断寸法を説明します。
●寸法を示していますが現物合わせで確
認してください。

※ <  > 内寸法は、小口キャップなしの
場合を示しています。

②点検口蓋に使用するデッキ材を 901<907>mm
に切断してください。

①点検口蓋に使用するデッキ材の両側にデッキ材
小口キャップを取付けてください。

デッキ材

φ4×19
セルフドリリングビス デッキ材小口キャップ

CY-2319
ME1738-320

点検口蓋に使用するデッキ材

901<907>

18<6>

ME1738-328

小口キャップを取付ける場合
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デッキ材の取付け

①大引中心から 26mm 外側にφ 3.5mm の下孔を
あけてください。

130

130

130

デッキ材取付金具
ETC-4752

大引中心

大引

26

本体のデッキ材

φ3.5mmの下孔φ4×13
セルフドリリングビス

ME1738-321

3-8-2	 デッキ材の取付け

② 43 ページの「3-3. デッキ材の取付け」と同じ要
領でデッキ材を大引に取付けてください。

本体のデッキ材

点検口部のデッキ材
（小口キャップ付）

本体のデッキ材点検口部のデッキ材
（小口キャップ付）

ME1738-322

ME1738-324

ここでは、小口キャップ付き（オプショ
ン）の場合を例として説明しています。

3-8-3	 点検口蓋の組立て

①デッキ材小口キャップを取付けてください。

φ4×19
セルフドリリングビス

デッキ材小口キャップ
CY-2319

デッキ補強材

ME1738-329

小口キャップを取付ける場合



－ 50 －

デッキ材の取付け

端部面

端部面

56
以上

84

ガイドライン

56 以上

連結材

φ4×45
セルフドリリングビス ME1738-331

● Aから見る

①デッキ連結材に、デッキ材を取付けてください。

両端 2枚は取手付デッキ材を
取付けてください。
※取手が外側となる向きで取付

けてください。

A

切断
後、

小口
キャ
ップ
を取
付け
たデ
ッキ
材

取手付デッキ材
※取手を外側
　にする

※取手を外側
　にする

φ4×45
セルフドリリングビス

取手付デッキ材
795

連結材

連結材 ME1738-330

ここでは、小口キャップ付き（オプショ
ン）の場合を例として説明しています。

点検口蓋の施工

③点検口部に、点検口蓋をはめ込んでください。

四隅にクッション材
を貼付け 点検口蓋

点検口部

ME1738-333

②クッション材をデッキ材側面と連結材側面に貼
付けてください。

四隅にクッション材を貼付けてくださ
い。

連結材側面

デッキ材
側面

クッション材
FO-1026

A クッション材

ME1738-332

● Aから見る

小口キャップの有無にかか
わらず端部面から 56mm以
上の位置にデッキ連結材を
取付けてください。
※ 56mm 以下になると点検口

が取付かなくなります。
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デッキ材の取付け

３－９	 UD手すり柱部の施工（※オプション）

手すり部の施工については、下記の説明
書を参照してください。
・UD手すり [ME-1459]
・UD手すり自在コーナー継手 [ME-1648]

施工前に、UD手すり柱が設置されて
いるか確認してください。（35 ページ
参照）

① UD 手すり柱の位置となるデッキ材を切欠いて
ください。

②デッキ材を大引に取付けてください。

デッキ材の継ぎ目に切欠き

62

44

柱
寸
法

デッキ材取付方向

柱寸法15 15

φ42

1
1

ME1738-338

φ4×16
セルフドリリングビス

柱カバー
ETC-3946

ME1738-339

３－ 10	 テラス柱部の施工（※オプション）

施工前に、テラス柱が設置されている
か確認してください。（36 ページ参照）

①テラス柱の位置となるデッキ材を切欠いてくだ
さい。

柱+30

切欠き

※このイラストは
　デッキ縦張りを示す

柱+
4

デッキ縦張り デッキ横張り

デッキ材取付方向
デッキ材取付方向

デ
ッ
キ
材
取
付
方
向

柱寸法15 15

柱
寸
法

15
15

柱寸法2 2

柱
寸
法

2
2

ME1738-340

③柱カバーをデッキ材に取付けてください。

●雨樋なしの場合

●雨樋ありの場合

デッキ材の取付けについては、「3-3. デッ
キ材の取付け」を参照してください。.

（取付金具使用）

右図を参照して、柱寸法より大きく切
欠いてください。
※すき間がないとデッキ材が取付きませ

ん。特にデッキ材取付方向の寸法には
注意してください。

右図を参照して、柱寸法よ
り大きく切欠いてください。
※すき間がないとデッキ材

が取付きません。特にデ 
ッキ材取付方向の寸法に
は注意してください。

70

雨樋

70
13
1

●木樹脂カバーなし

●木樹脂カバーあり
ME1738-349

78

85
14
2

雨樋

切欠き

※このイラストは
　デッキ縦張りを示す

柱・
雨樋
+4

柱 +30

デッキ縦張り デッキ横張り

デッキ材取付方向

デッキ材取付方向

デ
ッ
キ
材
取
付
方
向

柱寸法15 15 柱寸法2 2

柱
寸
法

2
2

柱
寸
法

15
15

ME1738-350

ME1738-351
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デッキ材の取付け

３－ 11	 デッキ材２段納まりの場合（※オプション）

ここでは、20ページの納まり図のプラ
ンを施工例として説明しています。
（下段はデッキ材３枚納まりになりま
す。）

束柱・大引の設置については、デッキ材
の取付けについては、37ページの「1-7.
デッキ材２段納まりの場合」を参照して
ください。

① 20 ページの「納まり図」でデッキ材の設置位置・
寸法を確認してください。

② 43 ページの「3-3. デッキ材の取付け」の要領で、
デッキ材を取付けてください。

本体のデッキ材横張り

デッキ材取付金具

デッキ材取付金具
（端部用）
※この位置は端部用
　を使用

下孔加工必要

デッキ材横張り

デッキ材縦張り
ME1738-816

テラス本体の施工については、テラスの
施工説明書を参照してください。

③図を参照して、70 角柱カバー・テラス接続カ
バー・テラス接続カバーキャップを取付けてく
ださい。

テラス接続カバーキャップ

70 角柱カバー

テラス接続カバー

デッキ材受け

デッキ面

テラス柱

デッキ材受け

φ5×70
皿セルフドリリングビス

テラス接続カバーキャップ
CB-1127

※雨樋いなしの場合

70 角柱カバー
CY-2196

テラス接続カバー
CB-1125

φ4×16
セルフドリリングビス

φ5×35
皿セルフドリリングビス

●取付詳細図

ME1738-341-4

ME1738-342-4

ME1738-343-4

②デッキ材を大引に取付け、ビスでデッキ材受け
に固定してください。

皿ビスの頭が必ずデッキ面より下にな
るようにしてください。

デッキ材の取付けについては、「3-3. デッ
キ材の取付け」を参照してください。.

（取付金具使用）

ビスを締付け過ぎないようにしてください。
※締付け過ぎると、取付孔の破損および緩みの

原因になります。
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４ デッキフェンス施工前の確認
●デッキフェンス施工における確認項目

です。
●施工前に、必ず確認してください。

４－１	 柱の種類

下部ブラケット

●H800/1000 用です。
　※ H1800 の 設 定 は あ り 

　 ません。
●扉吊元柱は埋込式になり
ます。

※ ｢1-4. 扉吊元柱の設置 ｣ 参照

通し笠木タイプ

間柱タイプ

●間柱 ● 90°コーナー柱 ●角度自在コーナー柱 ●扉吊元柱

●間柱 ●間柱
　埋込柱タイプ
　（H1800 のみ）

●角度自在コーナー柱 ●角度自在コーナー柱
埋込柱タイプ
　（H1800 のみ）

●ベースプレート式・埋込
柱タイプの 2種類があり
ます。

●ベースプレート式は
H800/1000/1800（ 控 え
柱タイプ）用です。

●埋込柱タイプは H1800
用です。

ME1738-401

ME1738-402

●施工前に、柱の種類・上下を確認してください。

下部ブラケットが下側になります。
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デッキフェンス施工前の確認

４－２	 柱芯々の設置寸法

柱の種類によって、柱芯々の設置寸法が
変わります。

●間柱 ⇔ 間柱

●間柱 ⇔ 90°コーナー柱（通し笠木タイプのみ）

●間柱 ⇔ 角度自在コーナー柱

パネルピッチ

パネルピッチ

90°コーナー柱

角度自在コーナー柱

35mm

40mm

間柱

間柱

間柱

間柱

パネルピッチ

ME1738-415

４－３	 角度自在コーナー柱の調整方法

①ブラケットの取付ビスを緩め、コーナー部の角
度を調整してください。

②角度調整後、ビスを締付けてください。

●出荷時　通し笠木タイプ：180°
　　　　　間柱タイプ　：90°
●対応角度：90°～ 180°

180°

コーナー部材

ビスを緩め角度調整後、
ビスを締める

90°

●調整イメージ図

●H800/1000 用
　ブラケット 2ヶ所

●H1800 用
　ブラケット 3ヶ所

ME1738-403

ME1738-404
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デッキフェンス施工前の確認

４－４	 ベースプレートの取付方向

柱通しの場合

柱通しの場合

柱通しの場合
下部ブラケット

※コーナー柱の場合は
　どちら向きでもOK

フ
ェ
ン
ス
通
り
方
向

フェンス通り方向

下部ブラケット

床下補強アングルに
ビス止め

床下補強アングル 床下補強材

大引

床下補強材に
ビス止め

●取付方向 ●取付イメージ図

ME1738-405

ME1738-406

●ベースプレート式の場合に確認してください。
●詳しい取付方法については、「5章：通し笠木タイプの取付け」または「6章：間柱タイプの取付け」を参照
してください。

下部ブラケットとベースプレートの
3ヶ所の長孔をフェンス通り方向にし
てください。

大引、床下補強材または床下補強アン
グルにベースプレートをビス止めして
ください。

４－５	 パネルの切詰め

現場寸法に合わせ、パネルの切詰めを行
なう場合に参照してください。 ●間柱タイプ

●通し笠木タイプ

①縦桟を取外し、パネルを取外してください。

縦桟

パネル

下胴縁

組立ビス

縦桟

パネル

上胴縁

下胴縁

組立ビス

組立ビス

ME1738-407 ME1738-408

4-5-1	 パネルの分解と切詰め



－ 56 －

デッキフェンス施工前の確認

②指定の寸法で、パネルを切詰めてください。

●デッキフェンス 1型
　（ラチス）

切断部が同じ形状になるように図の
ピッチ毎で切詰めてください。
※指定ピッチで切詰めないと、パネルが

がたついたり、接着がはがれることが
あります。

パネル材料が割れることのないよう十
分に注意してください。

●デッキフェンス 5型
　（密ラチス）

●デッキフェンス 6型
　（密井桁）

切詰めピッチ＝163.8mm 切詰めピッチ＝122.85mm 切詰めピッチ＝86.85mm 両端部＝98.6mm

この位置で切断

ME1738-410 ME1738-411 ME1738-412

間柱タイプ用パネルの切詰めについ
ては、木樹脂フェンスの施工説明書
[ME-1338] を参照してください。

4-5-2	 胴縁の切詰めとパネルの組立て

①上下胴縁をパネルと同じ寸法で切詰めてくださ
い。

パネルと同じ寸法で切詰めると、上下胴
縁はパネルよりも 10.5mm（片側）短く
なります。

10.5mm

10.5mm

11mm

上胴縁

下胴縁

パネル

縦桟

切断（パネルと同寸法）

切断（パネルと同寸法） ME1738-413

②分解の逆手順でパネルを組立ててください。

通し笠木タイプ
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下部ブラケット

ベースプレート
HO-1874 ベースプレート

HO-1874

φ4×40
ナベタッピン 2種
ガイド付き

φ4×40
ナベタッピン 2種
ガイド付き

間柱
90°コーナー柱

５ デッキフェンス
通し笠木タイプの取付け

●通し笠木タイプの場合に参照してください。
●間柱タイプの場合は、「6 章 : 間柱タイプの取付け」

へ進んでください。

５－１	 ベースプレートの取付け

●間柱 ● 90°コーナー柱

ME1738-504

① 10 ページの「納まり図」を参照して、柱の位置・
向きを確認し、ベースプレートの取付方向を確
認してください。

間柱および 90°コーナー柱にベースプ
レートを取付けてください。
※角度自在コーナー柱は不要です。

下部ブラケット

フェンス通り方向

3ヶ所の長孔

デ
ッ
キ
小
口
端
部

大引端部
ベースプレート

大引

床下補強アングル

床下補強材

間柱

90°コーナー柱

デッキ材

65
.5 13
8

65.5
138

ME1738-501

②ベースプレートを柱に取付けてください。

●取付方向

５－２	 柱の設置

●ベースプレートをデッキ端部より
65.5mm内側に取付けてください。
●ベースプレートを、大引、床下補強
材または床下補強アングルの上に取
付けてください。

●デッキ縦張り

●デッキ横張り

デッキ小口端部

大
引
端
部

65
.5 13
8

65.5

138

ベースプレート

デッキ材

大引床下補強材

床下補強アングル90°コーナー柱

間柱

ME1738-502

ME1738-503

柱の下部ブラケットとベースプレート
の 3ヶ所の長孔をフェンス通り方向
になるよう取付けてください。
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デッキフェンス通し笠木タイプの取付け

ベースプレート

φ4mmの下孔加工

間柱

コーナー柱

この位置に下孔加工
（4ヶ所）

このリブ位置には孔あけ不可②デッキ材にベースプレートをあてがい、φ 4mm
の下孔（貫通孔）を 4 ヶ所あけてください。

デッキ材のリブを避けて下孔をあけて
ください。

ME1738-505

①柱の種類によって設置寸法が異なります。10
ページの「納まり図」および「4-2. 柱芯々の設
置寸法」を参照して、柱の位置・向きを確認し
てください。

③柱をデッキ材に取付けてください。

φ5×60
セルフドリリングビス

平座金
BN-270

ME1738-506

大引

床下補強材

床下補強アングル

φ4mm下孔
φ4mm下孔

●取付部断面図

ME1738-507

④ベースプレートカバーを取付けてください。

間柱

φ4×25
セルフドリリングビス

ベースプレートカバー
CY-2317

コーナー柱

平座金
BN-270

ME1738-514

●取付部断面図 フェンス固定ビス

床下補強材

床下補強アングル

大引

ME1738-538

●間柱・コーナー柱の場合 ●扉吊元柱の場合（デッキフェンス扉納まり）

扉吊元柱

ベースプレートカバー

ME1738-540
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デッキフェンス通し笠木タイプの取付け

５－３	 パネルの取付け

①角度自在コーナー柱の場合、角度を調整してく
ださい。

縦桟

縦桟

パネル

下部ブラケット

ベースプレートカバー

下部ブラケット

パネルの縦桟

デッキ面55

ME1738-515

施工前に、ベースプレートカバーの取付
けが完了しているか確認してください。
※ 90°コーナー柱・角度自在コーナー

柱の場合は、パネル取付後にベースプ
レートカバーを取付けることができま
せん。

③パネル材をいったん縦桟から取外してください。

ビス固定位置
ビス固定位置

パネル材を外す

縦桟

縦桟

下胴縁

ME1738-541

②パネルの縦桟を柱にスライドさせて挿入し、下
部ブラケットに引っ掛けてください。

●出荷時     ：180°
●対応角度：90°～ 180°

180°

コーナー部材

ビスを緩め角度調整後、
ビスを締める

90°

●調整イメージ図

ME1738-404



－ 60 －

デッキフェンス通し笠木タイプの取付け

③パネル（上部）をビスで固定してください。

φ4×16
皿トラスタッピン 3種

●間柱 ● 90°コーナー柱 ●角度自在コーナー柱 ●扉吊元柱

ME1738-516

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、柱（樹脂材）が破損

する原因になります。

④再度、パネル材を縦桟に挿入しパネルを組立て
てください。

５－４	 柱端部材の取付け

M4用平座金

M4用平座金

下部ブラケットに引っ掛ける

φ4×16
トラスタッピン 3種

φ4×19
セルフドリリングビス

柱端部材

柱端部材
A

①端部となる柱に、柱端部材をスライドさせて挿
入し、下部ブラケットに引っ掛けてください。

②柱端部材をビスで固定してください。

ME1738-517

● Aから見る

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、柱（樹脂材）が破損

する原因になります。
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デッキフェンス通し笠木タイプの取付け

５－５	 デッキフェンス扉の取付け（※デッキフェンス扉納まりの場合）

デッキフェンス扉を設置する場合に作業
を行ってください。

5-5-1	 蝶番の取付け

右勝手・内開きが標準仕様となります。

勝手・開きを変更する場合は、蝶番の
取付け位置または向きを変更してくだ
さい。

①扉の勝手・開きを確認してください。
②デッキフェンス扉には表裏がありません。蝶番

の取付位置・方向により、勝手・開きを変更し
てください。（通し笠木が上側になります。）

③蝶番を扉に取付けてください。

φ4×12
トラスタッピン 3種

M4×14
皿小ネジ

通し笠木

蝶番
NH-64

蝶番
NH-64

外側

捨てビス

※本図は、右勝手・内開きを示す。

④使用しない取付孔に、捨てビスを取付けてくだ
さい。

ME1738-518

扉吊元柱の設置については、33ページ
の「1-4. 扉吊元柱の設置」および 46ペー
ジの「3-6. 扉吊元柱部の施工」を参照し
てください。

扉吊元柱の設置が完了しているか確認
してください。
※扉吊元柱が設置完了していないと、扉

を取付けることができません。

内側
蝶番

外側

●左勝手・内開き

●右勝手・内開き

●右勝手・外開き

●左勝手・外開き

ME1738-542
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5-5-3	 扉の吊込み

①扉の蝶番を扉吊元柱に取付けてください。
②蝶番ブラケット B を挿入して、戸当り柱と扉の

間隔を調整してください。
扉吊元柱

蝶番ブラケット B
EB-1944

M4×14
皿小ネジ

外側

蝶番ブラケット B：厚み 2mm
扉と柱の間隔：14mmに調整

蝶板ブラケット B扉戸当り柱 吊元柱

14

●扉と柱の間隔

ME1738-519

ME1738-520

5-5-2	 戸先縦枠の取付け

①戸先側となる柱に、戸先縦枠をスライドさせて
挿入し、下部ブラケットに引っ掛けてください。

下部ブラケットに引っ掛ける

M4用平座金

M4用平座金

φ4×16
トラスタッピン 3種

φ4×16
セルフドリリングビス

φ4×19
セルフドリリングビス

外側

戸先縦枠をスライドさせて挿入

戸先縦枠

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、柱（樹脂材）が破損

する原因になります。

ME1738-521

打掛錠・南京錠受け
取付用孔

内側

取付用孔を内側に配置してください。

②戸先縦枠をビスで固定してください。

ME1738-522

●コーナー納まりの場合
戸先縦枠を
スライドさせて挿入

戸先縦枠
角度自在コーナー柱

90°コーナー柱 ME1738-543
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5-5-4	 錠の取付け

①通し笠木を必要な長さに切詰めてください。

扉の縦框

30
91
.5

15

12
12

37
79
.5

樹脂部に
φ5mmの下孔加工

内側

φ4×16
皿セルフドリリングビス

打掛錠
UD-1233

南京錠受け
LB-1180

φ4×16
セルフドリリングビス

戸先縦枠

ME1738-523

５－６	 通し笠木の取付け

5-6-1	 通し笠木の切詰め

●右図の納まりとなる場合、切詰めの必
要はありません。

●次ページを参照し、現物合わせで通し
笠木を切詰めてください。

通し笠木 1スパン用（L=1073) 通し笠木 2スパン用（L=1983)

● 910 ピッチ× 1 ● 910 ピッチ× 2

ME1738-525

ME1738-537

●次ページを参照し、通し笠木を
必要な長さに切詰めてください。

●切詰め後、取付孔が必要な場合
は、下図を参照し、下孔をあけ
てください。

取付孔

通し笠木補強材

564 ピッチ

910 ピッチ×1

910 ピッチ×2

80.5

50

50

80.5

ME1738-524

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、取付孔の破損および

緩みの原因になります。

戸先縦枠および扉の縦框のカバー内側の
補強材に取付用下孔があります。

②南京錠受けを扉と戸先縦枠の下孔に取付けてく
ださい。

③打掛錠の受け側を戸先縦枠の下孔に取付けてく
ださい。

④受け側の位置に合わせて、かけ側を扉の縦框に
取付けてください。

●通し笠木参考図

50 50

ガイドライン上に
φ5mmの下孔加工

通し笠木補強材

通し笠木カバー

ME1738-539

①右図寸法の補強材下孔位置の樹脂部にφ 5mm
の下孔をあけてください。

●打掛錠の取付け

扉の縦框

かけ側

約 4
0

受け側

戸先縦枠

ME1738-544
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切詰め寸法図

柱端部から
44mm

通し笠木

角度自在コーナー柱

通し笠木
コーナーキャップ

コーナーキャップ
のリブ

約 5.5mm

扉吊元柱

通し笠木

扉

エンドキャップ

エンドキャップ
のリブ

約 6mm

戸先縦枠

通し笠木

扉

エンドキャップ

約 6mm

●端部

●角度自在コーナー部

●扉吊元柱部
●戸先縦枠部
　（扉仕様）

ME1738-526

90°コーナー柱

通し笠木
コーナーキャップ

コーナーキャップのリブ

約 5.5mm

● 90°コーナー部

ME1738-527

間柱の中心が連結部に
なるようにする

間柱

通し笠木25
25●連結部

ME1738-529

ME1738-528

ME1738-531ME1738-530

●切詰め前に、柱の上・下で柱間隔を
正確に合わせてください。
●現物合わせで切詰め寸法を決めてく
ださい。

※通し笠木が長いとキャップのリブにあ
たり、キャップを取付けることができ
ません。（端部の場合は除く）

ME1738-548

ガイドライン上にφ 5mmの下孔加工
を行ってください。

     

ガイドライン上に
φ5mmの下孔加工

通し笠木補強材

50

エンドキャップ 扉

この部分にすき間が
ないようにする扉吊元柱・戸先縦枠

扉吊元柱および戸先縦枠の右図の位置
にすき間がないようにしてください。
※すき間があると、チリ寸法が小さくな

り扉の開閉に不具合が生じる場合があ
ります。

ME1738-549
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5-6-2	 通し笠木の取付け

①通し笠木カバーを外してください。
②通し笠木補強材を柱に取付けてください。
③通し笠木カバーを上からはめ込んでください。

φ4×40
ナベタッピン 2種
ガイド付き

通し笠木カバー

通し笠木補強材

端部

ME1738-532

５－７	 笠木キャップの取付け

①笠木の端部・コーナー部・連結部に笠木キャッ
プを取付けてください。

●端部 ● 90°コーナー部

●角度自在コーナー部 ●連結部

φ4×19
皿セルフドリリングビス

エンドキャップ
CY-2313

ME1738-533

φ4×19
皿セルフドリリングビス

φ4×60
皿タッピン 2種ガイド付き

コーナーキャップ
CY-2314

ME1738-534

φ4×19
皿セルフドリリングビス

コーナーキャップ
CY-2316

φ4×20
皿タッピン 2種ガイド付き φ4×19

皿セルフドリリングビス

連結カバー
CY-2315

ME1738-535 ME1738-536

通し笠木カバー

通し笠木補強材 ツメを引っ掛ける

●カバー取付図

ME1738-545

コーナー柱・扉吊元柱・戸先縦枠部も同
様の手順でビス止めしてください。
※取付位置は前ページの「切詰め寸法

図」を参照してください。
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● 90°コーナー部

●角度自在コーナー部

①コーナー柱の戸先縦枠に通し笠木小口キャップ
を取付けてください。

②コーナーキャップを取付けてください。 φ4×19
皿セルフドリリングビス

φ4×60
皿タッピン 2種ガイド付き

φ4×40
ナベタッピン 2種ガイド付き

通し笠木小口キャップ
CY-2354

コーナーキャップ
CY-2314

φ4×19
皿セルフドリリングビス

φ4×40
ナベタッピン 2種ガイド付き

φ4×40
皿タッピン 2種ガイド付き

通し笠木小口キャップ
CY-2354

コーナーキャップ
CY-2316

ME1738-546

ME1738-547

５－８	 通し笠木小口キャップの取付け（※扉コーナー納まりの場合）
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大引

床下補強材

床下補強アングル

φ4mm下孔
φ4mm下孔

６ デッキフェンス
間柱タイプの取付け

●間柱タイプの場合に参照してください。
●通し笠木タイプの場合は、「5 章 : 通し笠木タイ

プの取付け」を参照してください。

①角度自在コーナー柱と間柱では設置寸法が異な
ります。11 ページの「納まり図」および「4-2.
柱芯々の設置寸法」を参照して、柱の位置・向
きを確認し、ベースプレートの取付方向を確認
してください。

フェンス通り方向

下部ブラケット

3ヶ所の長孔

デ
ッ
キ
小
口
端
部

大引端部

73

13
8

73

138

ベースプレート

大引

床下補強アングル

床下補強材

デッキ材

ME1738-601

●取付方向

６－１	 ベースプレート柱の設置

●ベースプレートをデッキ端部より
73mm内側に取付けてください。
●ベースプレートを、大引、床下補強
材または床下補強アングルの上に取
付けてください。

●デッキ縦張り ●デッキ横張り

デッキ小口端部

大
引
端
部73

13
8

73

138

ベースプレート

デッキ材

大引

床下補強材

床下補強アングル

ME1738-602

ME1738-603

②デッキ材にベースプレートをあてがい、φ 4mm
の下孔（貫通孔）を 4 ヶ所あけてください。

デッキ材のリブを避けて下孔をあけて
ください。

ベースプレート

φ4mmの下孔加工

間柱

角度自在
コーナー柱

この位置に下孔加工
（4ヶ所）

このリブ位置には孔あけ不可

ME1738-604

ベースプレート式の柱を設置する場合に
参照してください。

柱の下部ブラケットとベースプレート
の 3ヶ所の長孔をフェンス通り方向
になるよう取付けてください。

●取付部断面図

ME1738-639
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③柱をデッキ材に取付けてください。

ME1738-605

●取付部断面図

ME1738-640

④ベースプレートカバーを取付けてください。

間柱

角度自在
コーナー柱

平座金
BN-270

φ4×25
セルフドリリングビス

ベースプレートカバー
CY-2318

ME1738-607

φ5×60
セルフドリリングビス

平座金
BN-270

フェンス固定ビス

床下補強材

床下補強アングル

大引

６－２	 埋込柱の設置

6-2-1	 デッキ材の切欠き加工

① 13 ページの「納まり図」を参照して、埋込柱の
位置・向きを確認してください。

41 36

138
138

70

70

間柱の場合、
□41×36mmの切欠き

標準の大引位置より
70mm外側

標準の束柱位置より
70mm外側

コーナー柱の場合、
□45mmの切欠き

ME1738-609

埋込柱と大引が干渉する場合は、束柱
と大引が標準位置より 70mm外側に
設置されているか確認してください。
※ 70mm 外側に設置されていないと、 

 埋込柱を設置することができません。

埋込柱を設置する場合に参照してくださ
い。

②図の寸法でデッキ材を切欠いてください。
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デッキフェンス間柱タイプの取付け

デッキ材受け
AB-1103

100

100

中央で切断

●切断後切断

挿入材

挿入材

間柱（下側）

ME1738-610

①間柱の下側（挿入材側）を切詰めてください。

間柱は、デッキ長束柱仕様にも対応でき
る長さになっています。

埋込み寸法が 250mm以上となるよ
う、間柱を切詰めてください。

6-2-2	 間柱の設置

④デッキ材受けを半分の長さに切断してください。

②切断した間柱に、挿入材を付替えてください。

③間柱を埋込んでください。

埋込み寸法：250mm以上

間柱をコンクリートで確実に固定して
ください。

間柱

φ5×50
皿セルフドリリングビス

A

25
0m
m
以
上

デッキ面

68 7040
0
～
50
0

長
束
柱
：
60
0
～
70
0

55
25
0
以
上

GL

大引

埋込柱

デッキ材受け

ME1738-611 ME1738-612

デッキ材受け
（切断済み）

デッキ材受け
（切断済み）

間柱
（デッキ下）

この面を
デッキ材に当てる

φ4×16
セルフ
ドリリングビス

ME1738-613

● Aから見る

φ4×16
セルフドリリングビス

柱下部カバー

柱下部カバー
35

40

間柱

デッキ材の上に置く

間柱
柱下部カバー
ETC-3872

ME1738-614

⑤切断済みのデッキ材受けを間柱の両側に取付け
てください。

⑦柱下部カバーをデッキ材の上に置き、間柱に取
付けてください。

ME1738-608

皿ビスの頭が必ずデッキ面より下にな
るようにしてください。

⑥ビスでデッキ材をデッキ材受けに取付けてくだ
さい。

デッキ材のビス止めについては、「3-5. デッ
キ材のビス止め」を参照してください。
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6-2-3	 角度自在コーナー柱の設置

①角度自在コーナー柱（下側）を切詰めてください。

●角度自在コーナー柱は、デッキ長束柱仕
様にも対応できる長さになっています。

●挿入材はありません。

埋込み寸法が 250mm以上となるよ
う、角度自在コーナー柱を切詰めてく
ださい。

②角度自在コーナー柱を埋込んでください。

埋込み寸法：250mm以上

角度自在コーナー柱をコンクリートで
確実に固定してください。

φ4×16
セルフドリリングビス

コーナー自在柱カバー
ETC-3946

25
0m
m
以
上

デッキ面

68 7040
0
～
50
0

長
束
柱
：
60
0
～
70
0

55
25
0
以
上

GL

大引

角度自在
コーナー柱

ME1738-616 ME1738-615

③コーナー自在柱カバーをデッキ材に取付けてく
ださい。

６－３	 パネルの取付け

②パネルの縦桟を柱にスライドさせて挿入し、下
部ブラケットに引っ掛けてください。

下部ブラケット

下部ブラケット

パネルの縦桟

デッキ面55

パネル

縦桟

縦桟

ベースプレートカバー

ME1738-515

施工前に、ベースプレートカバーまたは
埋込柱用カバーの取付けが完了している
か確認してください。
※角度自在コーナー柱の場合は、パネル

取付後にベースプレートカバーまたは
埋込柱用カバーを取付けることができ
ません。

①角度自在コーナー柱の場合、角度を調整してく
ださい。

●出荷時     ：90°
●対応角度：90°～ 180°

180°

コーナー部材

ビスを緩め角度調整後、
ビスを締める

90°

●調整イメージ図

ME1738-404
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６－４	 柱端部材の取付け
M4用平座金

M4用平座金

M4用平座金

φ4×19
セルフドリリングビス

φ4×16
トラスタッピン 3種

下部ブラケットに引っ掛ける

※H1800 の場合必要

φ4×19
セルフドリリングビス

柱端部材

間柱

A

柱端部材

H
18
00
の
と
き

約
88
5m
m

①柱端部材を端部となる間柱の下部ブラケットに
引っ掛けてください。

②柱端部材をビスで固定してください。

ME1738-620

● Aから見る

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、柱（樹脂材）が破損

する原因になります。

段差納まりの場合は、作業を行わない
でください。
※後工程「6-7. 段差納まりの施工」で柱

端部材を取付けます。

φ4×35
セルフドリリングビス柱キャップ

NC-38

柱端部材

パネル

６－５	 柱キャップの取付け

①柱キャップを柱に取付けてください。

●端柱部 ●コーナー柱部

ME1738-621 ME1738-622

パネル

パネル

φ4×20
皿タッピン 2種

コーナー柱キャップ
CY-1488

角度自在
コーナー柱

●間柱部

ME1738-637

段差納まりになる柱には、柱キャップ
を取付けないでください。
※後工程「6-7. 段差納まりの施工」で柱

キャップを取付けます。

φ4×16
トラスタッピン 3種
M4用平座金

パネル パネル

③パネル（上部）をビスで固定してください。

φ4×16
トラスタッピン
3種

M4用平座金

パネル

●間柱 ●角度自在コーナー柱

ME1738-618

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、柱（樹脂材）が破損

する原因になります。

ME1738-619
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デッキフェンス間柱タイプの取付け

６－６	 控え柱の設置

H1800 ベースプレート式にのみ控え柱が
必要になります。
※埋込柱の場合は不要です。

●控え柱は、間柱 2スパン毎に設置して
ください。

●コーナー部に控え柱は不要です。

デッキフェンス
の間柱

控え柱うで木

控え柱

20
53

53
55

25
0
以
上

70
0

94
4

18
25

GL

●控え柱取付図

ME1738-628

6-6-1	 控え柱の組立て

①柱端部材を間柱の下部ブラケットに引っ掛けて
ください。

②柱端部材をビスで固定してください。
③柱キャップを間柱に取付けてください。

間柱（埋込柱）に柱端部材を取付けて、
控え柱として使用します。

●控え柱取付イメージ

控え柱うで木

鼻隠し取付金具

このデッキ材には
鼻隠し取付金具を取付けないこと

ブラケット

ブラケット

デッキフェンス
の間柱 パネル

控え柱

25
0m
m
以
上

ME1738-627

間柱（埋込柱タイプ）

柱端部材

下部ブラケット 下部ブラケット

M4用平座金

φ4×16
トラスタッピン 3種

柱キャップ
NC-38

φ4×35
セルフドリリングビス

ME1738-641

控え柱位置のデッキ材には、鼻隠し取
付金具を取付けないでください。
※鼻隠し取付ビスを打てなくなります。



－ 73 －

デッキフェンス間柱タイプの取付け

6-6-2	 控え柱の設置

① 12 ページの「納まり図」を参照して、控え柱設
置位置を確認してください。

②控え柱とパネル本体の間柱にブラケットを取付
けてください。

φ4×30
セルフ
ドリリングビス

控え柱

ブラケット取付ビス

ブラケット

ブラケット
NUB-81

柱キャップ下端より

12
.5

50
70
3

50

ME1738-623

ME1738-624

●控え柱側

●間柱側

φ4×30
セルフドリリングビス

ブラケット
NUB-81

※位置を合わせる

ME1738-623

控え柱埋込み寸法：250mm以上

控え柱をコンクリートで確実に固定し
てください。

φ4×16
トラスタッピン 3種

φ4×16
トラスタッピン 3種

控え柱うで木

控え柱うで木

⑤控え柱を埋込んでください。

ME1738-626

③控え柱と間柱のブラケットの位置レベルを合わ
せて、埋込柱を GL 面に仮置きしてください。

④控え柱うで木を取付けてください。

間柱に確実にビスを打込んでくださ
い。
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デッキフェンス間柱タイプの取付け

６－７	 段差納まりの施工

段差納まりの場合に作業を行ってくださ
い。

※本図は、通し笠木タイプ（H1000）と間柱タイプ（H1800）を組
合わせた場合を示す。

間柱

間柱用
パネル

縦桟

縦桟

通し笠木用
間柱

下部ブラケット

パネルの縦桟
55 デッキ面

下部ブラケット

通し笠木用
柱端部材の取付け
については｢6-4｣参照

通し笠木用パネル

間柱用
柱端部材

H
80
0:
10
61
m
m

H
10
00
:8
61
m
m

切断

間柱

M4用平座金

φ4×16
トラスタッピン 3種

φ4×35
セルフドリリングビス

柱キャップ
NC-38

切断済みの
間柱用端部材

パネル材を取外して
ビスで固定

① 16 ページの「納まり図」を参照して、設置位置・
寸法を確認してください。

②通し笠木用柱端部材を端部となる間柱に取付け
てください。（「6-4. 柱端部材の取付け」参照）

③パネルの縦桟を柱にスライドさせて挿入し、下
部ブラケットに引っ掛けてください。

④パネル材をいったん取外してください。（59 ペー
ジの「5-3. パネルの取付け」参照）

⑤パネル（上部）をビスで固定し、再度パネル材
を挿入してください。てください。

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、柱（樹脂材）が破損

する原因になります。

⑥間柱用柱端部材を指定の寸法に切断してくださ
い。

⑦切断済みの間柱用柱端部材を、間柱にビスで固
定してください。

⑧柱キャップを間柱に取付けてください。

●切断寸法

ME1738-629

ME1738-630

ME1738-631

6-7-1	 パネル・柱端部材の取付け

段差納まりとなる位置の、柱の設置が完
了していることを確認してしてください。
※柱の設置が完了していないと、段差納

まりの施工ができません。

φ4×16
皿トラスタッピン 3種

ME1738-642
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デッキフェンス間柱タイプの取付け

切断
10

44

40.5mm

柱ピッチ
（910mm
          または 564mm）

通し笠木

ガイドライン

φ5mmの下孔加工

φ4×16
トラスタッピン 3種

通し笠木
H18 用連結部品
ETC-4754

通し笠木補強材

通し笠木カバー

柱通し用間柱

通し笠木

取付ビス

通し笠木
H18 用連結部品

φ4×25
セルフドリリングビス

φ4×40
ナベタッピン 2種
ガイド付き

通し笠木カバー

通し笠木補強材

φ4×19
皿セルフドリリングビス

通し笠木カバーを
連結部品に当たるまで
スライドさせる

エンドキャップ
CY-2313

通し笠木
H18 用連結部品

●連結部詳細図

6-7-2	 通し笠木の切詰め

①必要に応じて、通し笠木を切詰めてください。
②ガイドライン上にφ 5mm の下孔を 2 ヶ所あけ
てください。

6-7-3	 通し笠木の取付け

柱端部から
44mm

通し笠木
●切詰め寸法

ME1738-526

●切詰め前に、柱の上・下で柱間隔を
正確に合わせてください。
●現物合わせで切詰め寸法を決めてく
ださい。

①通し笠木カバーを外してください。
②通し笠木 H18 用連結部品を通し笠木補強材に取

付けてください。

③通し笠木補強材と通し笠木 H18 用連結部品を柱
に取付けてください。

④通し笠木カバーを上からはめ込み、通し笠木
H18 用連結部品にあたるまでスライドさせてく
ださい。

ME1738-632

ME1738-633

ME1738-635

ME1738-636

ME1738-634

通し笠木カバー

通し笠木補強材 ツメを引っ掛ける

●カバー取付図

ME1738-545

⑤エンドキャップを通し笠木端部に取付けてくだ
さい。
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①必要に応じて、鼻隠しを切詰めてください。
②ガイドライン上に、φ 5mm の下孔加工および

皿加工を行ってください。

①鼻隠しをデッキ材に取付けてください。

●コーナー部詳細図

７ 鼻隠しの取付け

●デッキ材小口面は、鼻隠し取付
金具にビス止めしてください。

●デッキ材側面は、直接デッキ材
にビス止めしてください。

ビスを締付け過ぎないようにし
てください。
※締付け過ぎると、取付孔の破損

および緩みの原因になります。

７－１	 鼻隠しの切詰め

７－２	 鼻隠しの取付け

50
50

鼻隠し

鼻隠し
鼻隠し
取付金具

デッキ材小口面
デ
ッ
キ
材
側
面

φ4×25
皿セルフドリリングビス

φ4×25
皿セルフドリリングビス

鼻隠し
鼻隠し 鼻隠し

40 44.5

400
mm
ピッ
チ以
内400mmピッチ以内鼻隠し取付金具

鼻隠し取付金具デッキ材小口面 デッ
キ材
側面

●デッキ材小口面に取付け

鼻隠し

デッキ材
●デッキ材側面に取付け

ガイドライン

φ5mmの下孔および
φ10mmの皿加工 ME1738-702

ME1738-701

ME1738-703-1

●連結部（デッキ材小口面の場合） ●入隅部

鼻隠し取付け金具連結部に 5mmの
すき間をあける

50
50

105

鼻隠し取付け金具

44 44

※鼻隠し取付金具の位置を確認してください。 ※鼻隠し取付金具の位置を確認してください。

ME1738-707-3 ME1738-708

●「鼻隠し多段納まり」の場合は、79 ページの「7-4. 鼻隠し多段
納まりの施工」を合わせて参照してください。

鼻隠しの連結部は、5ｍｍのすき
間をあけてください。　

●連結部詳細図

510
5

鼻隠し

鼻隠し

鼻隠し
取付金具

ME1738-716-1
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鼻隠しの取付け

φ4×12
皿タッピン 1種

φ4×12
皿セルフドリリングビス

鼻隠し 90°
コーナーキャップ
（入隅用）
CY-2311

鼻隠しコーナーキャップ
CY-1756

鼻隠し

●デッキ R鼻隠し部

φ4×25
皿セルフドリリングビス

鼻隠し

連結部に 5mmの
すき間をあける

105
鼻隠し取付金具

鼻隠し

● 90°コーナー部

●連結部

７－３	 鼻隠しキャップの取付け

φ4×12
皿セルフドリリングビス

鼻隠し連結キャップ
CY-1757

鼻隠し

すき間 5ｍｍ

ME1738-704

ME1738-706-1

①キャップ上部のツメを鼻隠しに引っ掛け、はめ
込んでください。

②鼻隠しにビスで固定してください。

90°コーナーキャップ・連結キャップの場合

●取付図 上部のツメを引っ掛け、はめ込む

コーナーキャップ
連結キャップ

鼻隠し

ME1738-709

φ4×12
皿セルフドリリングビス

鼻隠し連結キャップ
CY-1757

鼻隠し

すき間 5ｍｍ

● R連結部

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、取付孔の破損および

緩みの原因になります。

※鼻隠し取付金具の位置を確認してください。

ME1738-715-3

ME1738-714-1
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鼻隠しの取付け

●自在コーナー部

ME1738-705

自在コーナーキャップの場合

①キャップ上部を鼻隠しに引っ掛け、はめ込んで
ください。

②鼻隠しとデッキ材にビスで固定してください。

自在コーナーキャップは 90°～ 180°
まで対応できます。
※ 19 ページの「納まり図」参照

上部を引っ掛け、はめ込む

自在コーナー
キャップ

鼻隠し

ME1738-710

●取付図

鼻隠し

デッキ材

φ4×25
皿セルフドリリングビス

φ4×12
皿タッピン 1種

鼻隠し自在
コーナーキャップ
CY-2312

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、取付孔の破損および

緩みの原因になります。
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鼻隠しの取付け

７－４	 鼻隠し多段納まりの施工（※オプション）

●鼻隠し補助柱は、デッキ高さ 700mm
に合わせたH寸法になっています。

●必要に応じて、現物合わせで切詰め長
さを決めてください。（埋込み寸法＝
100mm以上としてください。）

① 19 ページの「納まり図」で多段鼻隠しの取付位
置・寸法を確認してください。

②鼻隠し補助柱（下部）を、必要な長さに切詰め
てください。

鼻隠し補助柱

現
物
合
わ
せ
で
下
部
を
切
断

10

10

上段鼻隠し

上段鼻隠し

下段鼻隠し
400mmピッチ以内

下段鼻隠し

φ4×25
皿セルフドリリングビス

コンクリートで固定
400
mm
ピッ
チ以
内

44.5
40

鼻隠し取付金具
バックアップライナー
ETC-3182

デッキ材小口面 デッ
キ材

側面

鼻隠し補助柱 鼻隠し補助柱

③鼻隠しに、下孔加工を行ってください。

上段・下段で、下孔加工位置が異なり
ます。間違えないようにしてください。

ガイドライン

φ5mmの下孔および
φ10mmの皿加工

ガイドライン

●上段鼻隠しの場合 ●下段鼻隠しの場合

⑤下図を参照して、上段・下段鼻隠しを取付けて
ください。

⑥前ページの要領で鼻隠しキャップを取付けてく
ださい。

●上側 1ヶ所のビスについて
・デッキ材小口面は、鼻隠し取付金具に
ビス止めしてください。

・デッキ材側面は、直接デッキ材にビス
止めしてください。

●下側 3ヶ所のビスは、鼻隠し補助柱に
取付けてください。

●連結部・入隅部の取付けは、「7-2. 鼻隠
しの取付け」の要領で行ってください。

埋込み寸法：100mm以上

鼻隠し補助柱をコンクリートで確実に
固定してください。

④鼻隠し補助柱を埋込んでください。

ME1738-711

ME1738-712

ME1738-713
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0
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772

78

45°GL

補助柱

階段

GL

20

810

704450
20
6.
2

45
0

80
.3

10
0以
上

32
0

22
5

22
53
0

20
5

75
0

178

45°

178

78

40

772

17
8

45
0

85
.5

GLGL

補助柱

階段

810

ME1738-026

ME1738-025

８ オプション品の取付け ●オプション品をを取付ける場合に参照してください。

●下図は、デッキ標準納まりの場合を示
しています。

●デッキ高さにより、埋込み寸法を調整
してください。

●本章では、下記のオプション品の取付け方法について説明しています。
　・階段
　・デッキ材スキマフサギ材
　・束柱化粧カバー
　・デッキ下メッシュパネル
●上記以外の商品との組合わせについては、当社営業窓口へお問い合わせください。

８－１	 階段の取付け

納まり図

● 1段（標準束柱用）

● 2段（長束柱用）
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オプション品の取付け

①前ページの「納まり図」を参照して、階段の取
付位置を決めてください。

②階段および補助柱の埋込み位置に基礎穴を掘っ
てください。

デッキ高さにより、基礎穴の深さを調
整してください。

③下図を参照し、階段を取付けてください。

●取付寸法図

A

M8×30 六角ボルト
M8用平座金・バネ座金

階段のこの面を
鼻隠しに当てる

樹
脂
カ
バ
ー
部

100mm以上
埋込む

※本図は階段･1 段の場合を示す。

鼻隠し

側板ブラケット C
LB-1179

補助柱

補助柱
補助柱と干渉
する場合は
90°回転

束柱固定金具

M8×20 六角ボルト
M8用平座金
M8用バネ座金

階段

コンクリートで固定
コンクリートで固定

補助柱の上面を
鼻隠しに当てる

φ4×19
セルフドリリングビス

20

鼻隠し

補助柱

ガイドライン

階段

● Aから見る

45°

デ
ッ
キ
高
さ

1
段
用
＝
45
0

2
段
用
＝
65
0
の
場
合

1
段
用
＝
32
0

2
段
用
＝
52
0

10
0
以
上

穴
深
さ

1
段
用
＝
約
20
6

2
段
用
＝
約
21
8

側板ブラケット C

補助柱

階段

GL

ME1738-802

ME1738-801

ME1738-803

●階段をコンクリー
トで確実に固定し
てください。

●施工完了後、前後
･左右･上端より荷
重をかけ、ぐらつ
きがないことを確
認してください。

施工手順

補助柱と束柱固定金具が干渉する場合
は、束柱固定金具を 90°回転し付け替
えてください。

束柱固定金具

90°

●補助柱と干渉する場合

ME1738-826

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、取付孔の破損および

緩みの原因になります。
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オプション品の取付け

８－２	 デッキ材スキマフサギ材の取付け

①スキマフサギ材の寸法を確認し、必要に応じて、
現物合わせでスキマフサギ材を切詰めてください。

必ず手ではめ込んでください。
※ハンマー等でたたき込むと、割れる原

因となります。

●取付位置

スキマフサギ材

5m
m

デッキ材

鼻隠し ME1738-804

スキマフサギ材
WP-1211

取付後の
スキマフサギ材デッキ材の隙間

鼻隠し

ME1738-805

両側 5mmずつのすき間を計算して切詰
めてください。

②スキマフサギ材端部より約 50mm の部分を、
デッキ材にはめ込んでください。

端部より約50mm

先に
はめ込む

スキマフサギ材

デッキ材

③スキマフサギ材全体をはめ込んでください。

ME1738-821

スキマフサギ材について

施工手順

5

デッキ材長さ＝2730mm

デッキフサギ長さ＝2720mm

スキマフサギ材

5

●デッキ単体の場合

●デッキ連結部

スキマフサギ材

デッキ材連結部

10mm

ME1738-827

ME1738-828

●スキマフサギ材は、両側に 5mmずつ
すき間をあけて取付けます。

●デッキ材を連結する場合は、連結部に
10mmのすき間をあけて取付けます。

※すき間をあけることにより、水抜き、
および熱伸縮を吸収する働きがあり
ます。
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オプション品の取付け

施工手順

①「納まり図」で取付位置・寸法を確認してくだ
さい。

②束柱カバー（下部）を、必要な長さに切詰めて
ください。

③束柱のビス位置に合わせて、束柱カバー A に
φ 12mm の下孔をあけてください。

④束柱カバー A･B を取付けてください。

束柱カバーA

現
物
合
わ
せ
で
下
部
を
切
断

現
物
合
わ
せ
で
下
部
を
切
断
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８－３	 束柱化粧カバーの取付け
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調整ボルト束柱カバーA

ME1738-819

●束柱カバーは、デッキ高さ 700mmに
合わせたH寸法になっています。

●必要に応じて、現物合わせで切詰め長
さを決めてください。（GL より 3mm
の取付位置を計算してください。）

施工前に、根がらみと調整ボルトが同
じ面上にあるか確認してください。
※同じ面上でないと、束柱化粧カバーを

取付けることができません。

●根がらみと調整ボルトの位置

根がらみ

調整ボルト

ME1738-829

ビスを締付け過ぎないようにしてくだ
さい。
※締付け過ぎると、取付孔の破損および

緩みの原因になります。



■施工工事店様、販売店様へのお願い
●「取扱説明書」に基づき（同梱されているもののみ）商品の使用方法、保守点検方法およびメンテナンス方法を必ず施主様に説明してください。
●この施工説明書は、施工完了後施主様にお渡しください。

施 工 完 了 日 年　　　　　月　　　　　日

施 工 工 事 店
TEL（　　　　　）　　　　　　　-　

販   売   店
TEL（　　　　　）　　　　　　　-　

この商品についてのご質問やご相談は右記の窓口にお問い合せください。 お客様相談室 0120-126-001
LIXIL インターネットホームページ　http://www.l ixi l .co. jp

この商品についてのご質問やご相談は右記の窓口にお問い合せください。 お客様相談センター

－ 84 －


